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ロスリン研究所の正面玄関

研究所の遠望：広い芝生の上に低い建物群が建って
いる。

英国ロスリン研究所

監視用のカメラ：過激な動物愛護団体のテロを警戒
している
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bl。tech問。，。gy

’電。SL’”。阿ST’TUTE

Roslin Instituteのjfンフレット：
裏側に研究内容が紹介されている



y地域の動き（本文30日頁） J B 

北海道で開発された新しい畜産技術
（北海道）

自動晴乳装置 受精卵からの細胞採取 （吸引法）
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バンド3欠損症の遺伝診断概略図 新しいマメ科牧草ガレガ

シート利用の簡易堆肥貯蔵施設



「日本ばんえい種」
を夢見て

主．ょと』一二. ー村時

柏村文郎
（かしわむらふみろう）
帯広畜産大学

畜産科学科教授

日本には農用馬の純粋種としてペルシュロン、ブルトン、ベルジアンがいるが、日本

の農用馬のほとんどは半血種（軌系）に分類されている。それは、生産者が強いばんえ

い競走馬を生産するために純粋種をかけあわせて、交雑種を生産するからである。これ

は雑種強勢といって、雑種は体格や強健性さらに肉質などが元の純粋種より優れている

ことが多いためである。

もう一つ、純粋種が減少した決定的な原因は、欧米でいうスタッド・ブック（馬の血

統登録書）という考え万が日本には希薄だからである。農用馬登録は日本馬事協会が行

っているが、この登録制度は欧米のスタ ッド・ブックと似て非なるものである。欧米で

は、それぞれの品種ごとにブリーダー協会があり、そこがスタッド・ブックを管理して

いる。例えば、フランスのペルシュロン協会では、ベルシュロンとして持つべき特徴

（体型、能力、性格など）を審査して、合格した馬だけが繁殖登録される。一方、円本

には品種ごとのブリーダー協会がないので、両親がペルシュロンであればその子供はペ

ルシュロンとして登録され、さらに繁殖年齢に達して申請があれば、能力審査なしに繁

殖登録される。さらに血統が分かれば交雑種でも半血種として血統登録や繁殖登録がで

きる。すなわち、日本の馬の血統登録は血統証明としてしか機能していないため、雑種

化に歯止めがきかないのである。

しかし、待て 1サラブレッドの成り立ちを考えてみよう。サラブレッドはもともとイ

ギリスにいた在来馬にアラブの雄馬を交配してできた品種である。実は、アラブ馬より

はるかに大きなサラブレッドの体格や見事に発達した筋力は雑種強勢の賜物なのである。

すなわち、元は交雑種でも血統をきちんと管理して、 一定の性能や特徴が固定するまで

B針を変えずに繁殖管理すれば、それは一つの品種となるのである。さらに競馬は、馬
を改良するのに最適な検定システムである。種雄馬は、競馬で優秀な成績を収めた馬だ

けが使われるので、その血統を正確に記録に残しておくことによって、サラブレッドは

ひとりで、に改良が進んだので、ある。

私は、日本のばんえい競馬にもそのようなことが起こっていないか調べてみた。する

と案の定、現在のばんえい競走馬の父親は約90%が過去にばんえい競走馬として活躍し

た有名な雄馬なので、ある。これはサラブレッドの成り立ちに似ている。後は「日本ばん

えい種」という新たな馬の品種を確立する努力が残されているだけである。



畜産草地研究所

目 l 飼料評価研究室

科学技術振興事業団

重点研究支援

未・低利用有機性資源の
飼料利用に関する研究：

都市厨芥の飼料利用協力員

l .はじめに

1999年の「有機性資源循環利用の促進のた

めの基本方針Jで示されている有機性資源を

図（左側）に示した。いずれもその利用率か

ら、未利用もしくは低利用資源として位置づ

けられる。その中で動植物残誼（産業廃棄物）

に分類される食品製造副産物は、家畜の飼料

に利用され、その研究も行われている。しか

し、いわゆる生ごみである一般廃棄物のリサ

イクル率は0.3%と極めて低い水準にある。

2002年には、「食品循環資源の再生利用等の

促進に関する法律（食品リサイクル法）」が

施行され、一般廃棄物食品残誼1,600万トン

中600万 トンを占める事業系廃棄物を対象と

わら類

家畜糞尿

畜産物残i壷 食品製造業の製造段階で排出

樹皮 7 t 
おがくず ／ 産業廃棄物（リサイクル率48%)

木くず ／ 

動植物残i壷f

食品産業汚泥

生ごみ一一一一一＋ 流通段階での売れ残りおよび食品廃棄、

木竹類 j闘賞段階（外食、家庭）の調理くず、食品廃棄、残食

↓ 
般廃棄物（1,600万トン、リサイクル率0.3%)

下水汚，尼

し尿

浄化槽汚泥 うち事業系が600万トン

農業集落排水汚泥

図 主な未・低利用有機性資源
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しての飼料利用の動きが活発になってきてv

る 。 本稿では、外食産業からの廃棄物だIt~

なく中食産業のセントラルキッチン、学桝

食施設をも含めた事業系食品廃棄物を都板

芥と定義し、各種都市厨芥の化学組成の数

を調査した報告I）を紹介するとともに、刊

の課題を述べる。

2.飼料化の方法

現在、都市厨芥の飼料化および給与方法：；

乾燥飼料とリキッドフィーデイングの2つい

分類されているが、国内では前者のケイ？

圧倒的に多い。すなわち、過去の都市街炉

飼料利用と比較して、現在の都市厨非の僻

利用の特徴は、生厨芥の給与ではなく、官

の方法で脱水や高温乾燥処理を施し、病原性

細菌に対する安全性を高めるとともに、 ~r
含量を低下させ減量し、保存性を高めた製品

としている点である。その主な乾燥手法g

ては、①乾熱乾燥法、②油温脱水乾燥法、 4

発酵乾燥法があげられる2)0

3.都市厨芥飼料の成分変動とそ

の安定化

都市厨芥が飼料として利用されるためi:.:



製品の成分変動が小さい事が必要である。以

下に都市厨芥と都市厨芥飼料の成分変動を調

査した概要を示す。

1）小学校給食残澄

自校調理方式を採用している横浜市の 1小

学校において、休日を除く連続した10日間の

調査を行い、その一般成分の変動を調査した。

続いて横浜市の給食献立が異なる 4地域の4

小学校から残誼を全量採取し、それに一次水

分調整材として米糠を 2～ 3割加え、発酵乾

標法によって調製した飼料についても調査し

ん結果は表1に示したように、小学校給食

残置の乾物中成分は粗タンパク質が3.4～

却問、粗脂肪が6.7～25.4%、炭水化物が40.0

～84.2%といずれも日間変動が大きかった。

そのため給食残撞の飼料利用にあたっては、

粉の安定化を図るための工夫が必要と考え

られた。しかし、発酵乾燥処理製品中の粗タ

ンパク質は17.7～22.3%、粗脂肪は13.1～16.5%

と調理残i査および食残盗の円間変動に比べて、

安定した値を示した。この成分値の安定の理

由は、水分調節のために添加する米糠に依存

していると考えられた。乾物比にすると給食

残注は49%、米糠は51%となり、材料の半分を

米糠が占めていることになる。成分の安定のた

めには米糠などの添加処理によって一種の希

釈を行うという事も有効な手法と考えられた。

2）コンビ二工ンスストア食製晶調製工場

（セントラルキッチン）残澄

大手コンビニエンスストアの茨城県龍ヶ崎

工場より排出される調理残漬から調製した発

酵乾燥製品について、連続した33日間の調査

を行った。この工場は東京都と千葉県に調理

食製品を配送している。表2に示したように、

粗タンパク質で16.0～18.4%、粗脂肪で6.6～

9.2%、炭水化物で66.7～71.7%の範囲であり、

学校給食残涯と比較して日間変動は非常に小

さかった。この工場での主力製品はサンドイ

表1 学校給食残；査とその乾燥飼料の化学組成と変動
ー組成（乾物中%）

学世話食．調理残j査（n=10)
平均±標準偏差
最大
最小

学較給食：食残溢（n=10)
平均±標準偏差
最大
最小

学松崎地調理残澄と
明亙の加重平均値（n=10)
平均±標準偏差
最大
最小

平世話食残溢発酵乾燥飼料（n=4)

有機物

82.7士22.5
98.5 
40.0 

95.2±2.3 
97.0 
90.0 

92.7土4.6
97.3 
82.7 

粗タンパク質

16.3±8.7 
31.7 
3.0 

20.0土10.7
37.3 
3.6 

19.1土9.4
30.1 
3.4 

組脂肪

14.5±12.9 
40.4 
1.9 

12.2土7.5
31.5 
4.4 

12.6±6.2 
25.4 
6.7 

炭水化物

52.0土22.4
74.6 
11.4 

63.0±17.3 
88.7 
25.5 

60.9±12.3 
84.2 
40.0 

平均±標準偏差 ＋ 最大 92.8_0.9 19.6±2.0 15.4士1.6 57.8土3.9
－』←最小 94.2 22.3 16.5 63.4 

92.1 17.7 13.1 54.5 

...!2_コンビニヱンスストア・セントラルキyチン髄乾燥飼料および油温脱水乾燥飼料の化学組成と変動
せ手（乾物中%） 有機物 組タンパク質 粗脂肪 炭水化物

平面士延長7・セントラルキ yチン調理残漬発酵乾燥飼料（同3)
最大 94.6土0.2 17.0±0.6 
最小 95.1 18.4 

94.3 16.0 

t星組本乾燥飼料（n=59)
平均土標準偏差
最大

、」4ι一一一
92.2±0.9 
94.7 
90.2 

23.4±1.2 
25.8 
19.8 

8.0±0.8 
9.2 
6.6 

9.7土1.4
12.4 
7.2 

69.6±1.2 
72.5 
66.7 

59.1土1.8
67.7 
52.0 

3 



ッチであり、残撞の内容は、野菜、麺類、パ

ン類で、それが比較的一定していたためであ

った。このように一定の製品を製造している

場合には製品の成分含量変動幅は非常に小さ

いことが示された。

3）油温脱水乾燥飼料

札幌市リサイクル団地内の飼料製造施設で

は、市内188の学校、病院、事業所から、日

量50トンの都市厨芥を収集し、油温脱水法に

よって乾燥飼料を調製している。油温脱水法

は都市厨芥に等量の廃食用油を加えて加熱し、

減圧下で水分を蒸発させた後、搾油する乾燥

方式である。59点の製品を調査した結果、表

2に示したように、粗タンパク質含量、粗脂

肪含量はほとんど変動なく推移した。このよ

うに多様な事業体から搬入される多種多様な

素材が混合される場合には、それぞれの日間

変動が大きくても個々の持つ素材の特性が希

釈され、結果として一定の範囲の組成に収散

することが考えられる。つまりスケールを大

きくすることで製品を安定させるメリットが

生ずることが示された。

以上により安定した組成で都市厨芥を飼料

利用するためには次のことが考えられる。

1 ）乾燥前処理として水分調節のための米糠、

フスマなどを混合することで、成分含量

の大幅な変動を抑制する手段を講ずる。

2）一定量かつ一定成分の厨芥が排出される

特定の事業所などからのみ収集する。

3）厨芥の処理規模を大きくし、多種多様な

厨芥を混合することによって成分含量の

安定化をはかる。

4.今後の課題

現在、多くの企業、自治体、農家が未・低

利用資源の飼料利用に取り組んで、おり、成果

があがりつつある。その中で都市厨芥飼料化

4 

に伴う留意点を以下に挙げた。

1)安全性の確保

食品リサイクル法の施行は、未・低利用1

機性資源の飼料利用にとってアクセルの慌

を果たしている。しかし、BSE問題の発生U

もに、安全性への不安から都市厨芥の鋼科｛

用に強いブレーキがかかっているのも事実：

ある。この状況下で、養豚についても事和

生じれば、これらの飼料利用、しいては停

自給率向上への動きが大きく後退しかねがi

現在は、ほとんどの都市厨芥飼料の研究・f.

用が豚を対象家畜と考えて展開されていi

そのなかで、特に警戒すべきは豚コレラJ

蹄疫、豚丹毒などであるが、加熱処理過程t

通すことで予防することが最も現実的でが

現在の都市厨芥飼料には、加熱処理の過程ji

必須であると考える。また、加熱処理般の具

ルモネラ汚染の防止も含め、飼料製造業団

等の安全対策がとられていることが必要で自

ろう。

2）飼料調製条件の検討

都市厨芥の乾燥飼料化は、 1日50トン麟

で処理するプラントから家庭用生ごみ処理R

にいたるまで、その乾燥技術を抜きにはれ

られない。その中には、栄養価や家畜の射

性を無視し、ただ黒こげにしただ‘けの、瞬

飼料と称するものも見受けられる。現在のi

な加熱条件は80℃で3時聞から 130℃でH~
時間までの間に分布しているoここで川

に生ずる問題は、加熱処理によるタンパ？日

の消化性低下の問題である。利用可能な11

パク質量が減少するとともに、不消化童書目
／）なが』

排j世量増加は、そのまま環境負荷につ~ " 
以下に関連した実験結果を紹介するJ~ : 
料は、豆腐粕、パンくず、野菜屑、大互製！

（主に廃棄豆腐と油揚げ）を用いて、叫：

予備乾燥した後、加熱温度を60、80、1~~』

1fJ産技術 2002年5！~ 



表3 異なる加熱処理を加えた各種都市厨芥の的vitro 粗タンパク質消化率

世試材料 豆腐粕

組9ンパウ質 （乾物中%） 26.3 

m vitro粗9ン／＼＇｝ 質消化率＂（%）
加熱水準

時間（時間）孟産‘'C,
ω 3 64.2 

8 63.2 
80 3 63.7 

8 65.1 
100 3 68.3 

8 55.1 
130 3 64.1 

8 52.7 
平均値 62.1 

• ’YプシンとJ(ノ7レアチンを使用したinvllro法による組合ンJX7質消化$

130℃の4水準、加熱時間を 3、8時間の 2水

準とした処理を行った後、ペプシンとパンク

レアチンを使用した印 vitroの粗タンパク質

消化試験を行った。表3に示したように、各

加熱水準によって粗タンパク質消化率は異な

り、材料への加熱温度と時間によって影響を

受けることがわかった。水分含量の高い生厨

引；対する試験で、はないため、そのまま現場

への適用は出来ないが、 130℃、 8時間のよう

な高温かつ長時間の処理では、粗タンパク質

の消化率が低いことが明らかである。1）に示

した安全性を確保し、なおかつ家畜の消化性

t考慮しての飼科調製法の開発が必要である。
3）問料設計と栄養管理

都市厨芥の成分はタンパク質含量、脂肪含

跡多い （表1、表2）。 全国的にも、都市

臓の成分は粗タンパク質20%、粗脂肪10%

程度に収敵していくと思われる。脂質は特に

崎和脂肪酸が多く、それを多く給与し生産

きれた豚肉は、現在の市場で、は受け入れ難い。

市場で通用する畜産物とするために、その飼

科配合設計を含めた栄養管理法を改善する必
要がある。

都市厨芥の飼料利用が成り立っている事例

同だ非常に少なく、以下の2つに分類され
bだけである。

］） 広範囲な事業所から大量に収集 ・処理す

にとで、組成を高タンパク、高脂肪で安定

パンくず 野菜屑 大豆製品

15.7 17.9 53.6 

72.0 85.9 84.2 
91.7 87.0 84.1 
70.5 86.5 82.4 
88.0 86.1 82.0 
89.2 85.8 82.0 
70.6 82.7 80.4 
83.6 74.1 76.3 
66.6 64.7 73.8 
79.0 81.6 80.6 

させ、それを配合飼料原料のほんの一部とし

て使い （つまり現在の大規模養豚における飼

料配合設計はそのままで）、広域流通する。

(2）成分の安定した残査を排出する特定の事

業所から収集し、配合設計に組み込む。この

場合の残j査は、デンプン給源としてのパン屑

であったり、リキッド給与用の廃棄牛乳であ

ったり、特定の意味をもっ素材が多い。

今後は、現在各地で試みられている試験研

究から、全国的に共通な要素と、各地域におけ

る特徴的な要素の整理を行い、様々な現場に

対応可能な飼料化技術を開発する必要がある。

5.まとめ

本稿では、未 ・低利用有機性資源の中で、

都市厨芥の養豚業への飼料利用の研究を紹介

した。未・低利用の有機性資源の飼料利用は、

ヒトが直接には利用出来ない資源を動物性タ

ンパク質に変換するという、家畜生産の本来

のあり方に近い形である。飼料自給率の向上

のためにも、安全性を確保しつつ、重点的に

取り組むべき課題であると思う。

参考文献

1.佐伯真魚ほか：日本畜産学会報，72(7)' ]34-]40 

(2001) 

2.阿部亮ほか編・未利用有機物資源の飼料利用

ハンドブック，サイエンスフォーラム（2000)

3 佐伯真魚ほか：投稿中
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家禽における
匪操作技術の開発と
生殖細胞操作への応用内藤充

（ないとう みつる）

農業生物資源研究所
発生制御研究チーム

1 .はじめに

家禽における匪操作研究は、初期匪の体外

培養法の開発と改良を契機として活発に行わ

れるようになった。この体外培養法は、操作

匪を鮮化させて個体レベルで解析することを

可能にした点で家禽匪操作研究を支える基本

技術となっている。家禽の匪操作による個体

の細胞レベルや遺伝子レベルでの改変は広範

な面での応用が考えられ、新産業の創出につ

ながる可能性を秘めている。本稿では著者ら

のグループで、主に行ってきた家禽匹操作研究

の成果について述べる。

2.ニワトリ初期医の体外培養法

ニワトリでは、排卵後15分以内に卵が卵管

漏斗部にあるときに受精し、卵管膨大部で卵

白が形成された後、卵管峡部に入り内外2層

の卵殻膜が形成される。最初の分割は卵が卵

管峡部にある頃に起り、卵管子宮部に入り各

種イオンを含んだ水分を卵殻膜を通して吸収

した後、卵殻が形成される。この間にも匹盤

の分割は進み、排卵から約24時間後に放卵さ

れる時には細胞数は約6万となり、佐盤葉期

とよばれるステージに達する。放卵後は体外

6 

発生となり、粧の形成、成長の過程を都

排卵から22日目に鮮化する。

ニワトリの卵管膨大部より採取した未淵

の受精卵や、卵管子宮部より採取した分割

期の受精卵 （距）は、 3 段階の培養シスj~

を用いることにより鮮化まで発生させるこl

が可能である。すなわち、 1細胞期から蹄

葉の形成まで （システム I）、匹盤葉から自

体の形成まで （システム II）、および匹伽

成長から癖化まで （システムill）と段階的1:

それぞれ発生段階に応じた最適な培養法措

用するシステムである。この際、システム1

以降の培養において、濃厚卵白を除去し紺

性卵白で代用することにより、匪発生に婦

を及ぼすことなく培養を継続させることがで

きる。卵黄から濃厚卵白を除去することにl

k 匹盤葉の操作が極めて容易となり、 酬

の移植や外来DNAの注入操作などをよりi

確に行うことができるようになる。また、卵

黄と卵白の比重の差は匹発生にとって極が

重要となる。この体外培養法の開発によト

1細胞期から鮮化までのあらゆる発生段階自

脹操作が可能となった。

畜産技術 2002年sn%



中心部の臨盤葉上層から下層に移動し、血流

を介して生殖巣へ移住し、卵子や精子に分化
3.ニワトリにおける生殖系列の
成立

していく 。

生殖系列キメラの作出とその
応用

4. 

ニワトリ初期匹より採取した始原生殖細胞

をレシピエント匪に移植することにより、生

殖系列キメラを作出することができる。

際、始原生殖細胞は、ステージXの匹盤葉や、

鮮卵1.5～2日目の脹の生殖三日月環の部域、

排卵 2Fl日の匹の血液、さらには鮮卵 5日目

の匹の生殖巣などより採取することができる。

mif卵 2日日のニワトリ初期匹血液中には赤

血球と始原生殖細胞が含まれており、始原生

殖細胞を赤血球から分離することができる。

集められた始原生殖細胞は、別種のニワトリ

初期匪血液中に移植するとレシピエント匹の

生殖巣に取り込まれ、生殖系列キメラニワト

リが作出される。生殖系列のキメラ率は交配

実験により推定されるが、その一例を表1に

ニワトリにおける生殖系列の成立は、生殖

系列特異的に発現するVasa遺伝子の発現解

析によりかなり明らかになってきた。すなわ

ち、雌卵巣における卵母細胞にVasa！場性構

造体が観察され、この内部にはミトコンドリ

7集合体の他、スベクトリン蛋白質の凝集が この

は、両生類などと同様に生殖質（germ

plasm）の形成が起こり、これを取り込んだ

細砲のみが生殖系列細胞に分化すると考えら

れることから、生殖系列細胞は母性的に決定

きれている可能性が示されている。Vasa陽

性構造体は、その後第1卵割講の直下に認め

られ、その後の細胞の分割の過程で、いくつか

の細胞に分配されていく 。そして、放卵直後

のステージ、ではVasa陽性細胞（この頃には

始原生殖細胞と呼ばれる）は匹盤葉の明域中

心部に集中して認められるようになる。

ことは、匹盤葉細胞の移植実験によっても確

認されている。始原生殖細胞は、その後明域

ニワトリにおいて認められる。このことは、

示す。白色レグホン種と横斑プリマスロック

種との問で、始原生殖細胞の移植を行った場合、

この
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白色レグホン種をドナーとし、横斑プリマス

ロック種をレシピエントとすると、作出され

た生殖系列キメラニワトリからのドナー細胞

由来後代の作出効率が明らかに高くなる傾向

が認められた。このことはレシピエントの生

殖巣におけるドナー由来とレシピエント由来

の生殖細胞の競合において、白色レグホン種

が横斑プリマスロック種より勝っていたこと

によると考えられる。また、生殖系列キメラ

ニワトリの加齢に伴うドナー細胞由来の後代

が得られる割合は比較的一定しており、調査

した 3年間において少なくともドナー細胞に

対する免疫的な拒絶反応は起こらないものと

考えられた。

キメラニワトリ作出の際のドナー細胞とレ

シピエント佐の性の組み合せについて検討す

るため、初期匪血液より採取した始原生殖細

胞を用いて、 ドナー細胞とレシピエント匪の

性を考慮した移植実験を行った。その結果、

ドナー細胞とレシピエント匪の性が異なった

場合、生殖系列キメラの作出効率やそれらの

個体の生殖系列のキメラ率は極めて低く（表

2）、 ドナー細胞は異性の生殖巣において正

常な配偶子には極めて分化しにくいことが明

らカ、となった。

ニワトリの性染色体は、雄がzz、雌がzw
である。生殖系列キメラの作出において、雌

の始原生殖細胞が雄の精巣に入った場合、自

然界には存在しないW染色体をもっ精子の作

出が期待される。W染色体をもっ精子の存在

は、生殖系列キメラニワトリの作出実験や、

雌から雄への性転換ニワトリの作出実験にお

いて確認された。W染色体をもっ精子の糊

は鳥類における性のコントロールを可能に↑

ると期待されるが、 生殖系列キメラニワト11

や性転換ニワトリにおいて、精子細胞から骨

子への分化過程が抑制されているらししい

ずれもW染色体をもっ精子の数は少な（、 j

たその授精能については現在のところ明Gi'

にされていない。

始原生殖細胞の凍結保存は、鳥類におけ』

遺伝資源の保存を可能にするのみならず、1

際の育種の現場における造成系統制賜1:¥

役立てることができる。凍結保存する始融

殖細胞は、ステージXJlf盤葉、解卵2日目的

初期症の血液、さらに僻卵5日目の初期胆

殖巣より採取されたものが用いられてい』

採取した始原生殖細胞は、凍結保護剤とい

10% DMSOを含む培養液に浮遊させ、1N

の割合で温度を下げた後、液体窒素中に入／l

て凍結保存する。融解後レシピエント匹へF

植し、生殖系列キメラの作出を行う。そし〈！

交配により凍結保存した始原生殖細胞由抑

後代の作出を行うことになる。精子の凍結t

存はすでに可能になっており、鳥類におけi

種の保存を細胞レベルで、行うことは現在で｜；

技術的に十分可能である。

鳥類キメラに関し、匹盤葉細胞や始原生殖

細胞の移植によりニワトリとウズラのキメ7

が作出されている。移植された始原生殖細

はレシピエントの生殖巣に定住することは明

らかにされたが、後代の作出はこれまでの！

ころ成功していない。 異種間キメラは~tOJW
存や希少鳥類の人工増殖にとって極めて針

表2 ドナー始原生殖細胞とレシピエント妊の性を考慮して作出した生殖系列キメラニワト1）の鮒笠J

ドナー レシピエント 生殖系列キメラの作出効率 ドナー細胞由来雛－－〆

♂ ♂ 15/22 (68.2%) 0.6～40.0% 

♂ ♀ 2パ8(11.1%) 0.4～ 0.9% 

♀ ♂ 4パ8(22.2%) 0.1～ 0.3% 

♀ ♀ 10/16 (62.5%) 0.4～34.1% －－－，〆

8 {fj産技術 2002年 5M~



であることから、今後重点的に検討を進める

必要がある。

5.ニワトリ個体への遺伝子導入

形質転換ニワトリの作出が可能になれば、

卵の中に医薬品などの有用物質を産生させる

ことが可能になり、大動物を用いた場合に比

べ低コストで生産することができると期待さ

れる。また、遺伝子の改変技術が開発されれ

ば、例えば卵のアレルギー性を除去できるな

ど、大きなメリットが考えられる。さらには、

将来的なニワトリの育種改良にも応用できる

t期待される。ここでは非ウイルス法を用い
たニワトリ個体への遺伝チ導入の試みについ

て紹介する。

l細胞期の受精卵へのDNAのマイクロイ

ンジェクション法は、ニワトリ受精卵（匹）

｜の時間発により可能となった。晴

礼動物では、通常雄性前核へ外来DNAを注

入するが、ニワトリの場合多精子受精であり、

侵入した数十個の精子がそれぞれ雄性前核を

形成するため、雌性前核と融合する雄性前核

が不明なことと、細胞質が不透明なため前核

の観察が不可能なことから、雌性前核が存在

すると思われる匹盤中央部の細胞質にDNA

t注入することになる。マーカー遺伝子とし
てlacZ遺伝子を用い、実際にDNAの注入実

験桁ったところ、 4日間培養した初期距の

E体および、臨体外膜において、高頻度で強い

発現が認められた。そこで、ニワトリ個体へ

の外来遺伝子導入の可能性を探るため、 263

個の受精卵にDNAのマイクロインジェクシ

ョン処理を行った結果、 32羽の雛が僻化し、

このうち25羽が性成熟に達した。これらの個

体から血液および精液を採取し、注入した

lacZ遺伝子の存在を調べたところ、 1羽の雄

の血液と別のl羽の雄の精液から、注入した

lacZ遺伝子の存在が確認された。このことは、

1細胞期のニワトリ受精卵の細胞質にDNA

をマイクロインジ、エクションすることにより、

ニワトリ個体の体細胞および生殖細胞に外来

遺伝子を導入することが可能なことを示して

いる。

ニワトリ個体への外来DNAの導入効率を

上げるには、インピトロで始原生殖細胞を処

理し、生殖系列キメラニワトリを介して個体

に再生するシステムを開発する必要があると

考えられる。また、生殖系列キメラを利用し

て形質転換ニワトリを作出する方法は、遺伝

子導入のみならず、遺伝子改変も可能にする

と期待される。鮮卵 2日日の初期目玉血液より

採取した始原生殖細胞をリポフェクション法

によりトランスフェクション OacZ遺伝子）し、

レシピエント匪へ移植して導入遺伝子の発現

と消長を調べたところ、移植後3日閥解卵し

たレシピエント匪の生殖巣において、 lacZ遺

伝子の強い発現が認められた。PCR法により

lacZ遺伝子の消長を調べたところ、表3に示

『』ι 表3 レシピエント隆生殖巣に導入されたlacZi宣伝子の消長
～ー＿ ；主入処理後の培養日数合 処理怪の数 lacZ遺伝子が検出された座の数

3 (5.5) 40 38 (95.0%) 

4 (6.5) 22 15 (68.2%) 

5 (7.5) 12 8 (66.7%) 

7 (9.5) 23 8 (34.8%) 

10 (12.5) 21 4 (19.0%) 

13 (15.5) 52 9 (17.3%) 

17 (19.5) 21 3 (14.3%) 

ミ「～ー瞬化（21.0) 18 2 (11.1%) 
【川崎安司抽からの日数
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すように移植後3日日 （5.5日肱）では95%の

脹の生殖巣で、lacZ遺伝子の存在が確認された

が、その後培養が進むにつれlacZ遺伝子の存

在する匪の割合が減少し、 mi字化直前の移植後

17日目 (19.5日匹）では14.3%の匹でその存

在が確認されたのみであった。しかし、昨化

した雛のうち11.1%の個体において生殖巣で

のlacZ遺イ云子の存在が確認されたことから、

始原生殖細胞に導入された外来遺伝子は僻化

後の個体においても存在し続けることが明ら

かとなった。

最近、 GFP遺伝子の利用が可能になり、ニ

ワトリ受精卵（匹）の体外培養法を応用する

ことにより、匹が生きた状態で導入した外来

遺伝子の発現を継時的に観察することが可能

となった。ステージX佐盤葉にリポフェクシ

ョン法あるいはエレクトロポーレーション法

によりGFP遺伝子を導入した後、 GFP遺伝子

の発現を観察した。その結果、 トランスフェ

クション処理後24時間培養した匹盤葉におい

て強い発現が認められ、さらに培養48時間に

おいて匹体全体でGFP遺伝子の発現の見られ

たものが認められた。このことは、ステージ

X匪盤葉期におけるトランスフェクションに

より、外来遺伝子の匹体への効率的な導入が

可能で、あることを示している。今後、生殖細

胞への外来遺伝子の導入を詳しく調べる慨

がある。鳥類においては、このステージ仰

は入手が容易で最も扱いやすい時期である；

とから大量処理が可能で、、新しい遺伝子単

システムとして今後の進展に期待がかけらI

ている。

6.おわりに

家禽目玉操作の研究を通じ、鳥類旺の発生：：

関する知識は飛躍的に増大してきた。しかL

鳥類の遺伝的改変技術の開発については取

なお岡難に直面しており、新たな技術の慨

が必要となっている。今後はさらに、体献

核の利用や受精の人為的操作などの新た柿

術の開発を進める必要があるものと考えら／！

る。

参考文献
1. 内藤充：ニワトリ受精卵（阪）の体外培養法

細胞工学，10,501-506 (1991) 

2. 内藤充：鳥類臨の体外清養と操作法，蛋白質

核酸酵素.40, 2025-2034 (1995) 

3.内藤充：鳥類生殖巣の性分化と配偶子形成

銭円質核酸酵点 43,470-477 (1998) 

4. 内線充：鳥類における発生て学的技術の開発t
生殖細胞操作への応用、第21@I基礎育種学ジ

ポジウム報告－ill労組物分子育種における量生J

学的手法の展開， pl-12(2000) 
‘ （関連記事訴

子守山手令子守予令子守山子守備内予『P匂骨子守令子守十十令子守院予守｛子守子匂晶子子守-v-守骨子守子守サマサササペベベ円わ：円円7

お知らせとお詫び

今月号（564号）の連載「競馬あれこれ」は休載させていただきます。ここに深甚なるお詰びの立を表します
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久米新一
（くめ しんいち）

北海道農業研究センター
飼料評価研究室

乳牛の周産期
における
カルシウムと
リン代謝

1.はじめに

高泌乳牛では分娩直後から泌乳最盛期にか

けて大量のカルシウム (Ca) とリン ( p) 

t礼中へ分泌するため、体内のCaとP代謝

柵害されやすく、その典型的な症状が分娩

時の乳熱（低Ca血症）の発生である。乳牛

肉熱にかかると治療費、その後の乳量低下、

そしてそれに関連する疾病（第四胃変位など）

の発生増加などにより、酪農家の経済的損失

表1乳牛の分娩1週間前（ 3日間）と
－ー分娩2-4日 （3日間）後のミネラル出納

0.65 -4.79 -6.50 

11.0 13.3 13.3 

29.5 31.9 
49 64 -93 ー72
11.7 18.9 -20.3 -1.4 

2.9 -50.2 ー18.9

が非常に大きくなる。乳熱を予防するには周

産期の栄養管理を適正に保つことが必要であ

る。本稿では乳牛の周産期におけるCaとP

代謝に関する筆者らの研究成果を紹介し、乳

熱予防の一助としたい。

2.乳熱発生のメカニズムと適応

乳熱の予防には、乳牛における乳生産性の

急激な向上に対応して、栄養管理の改善を図

ることが前提になる。高泌乳牛では育種改良

の急速な向上に伴って、乳牛の分娩直後の乳

量増加が顕著になり、分娩後にエネルギーが

極度に不足する事態が生じている（表1）。特

に、分娩直後に乳量が30kgを超えるのに対し

て、乾物摂取量がそれほど増加しないため、

高泌乳牛では分娩後2週間の体重減少が非常

に大きくなる。また、大量の体脂肪を乳生産

に利用するために、血紫中の遊離脂肪酸濃度

が急激に増加し、乳牛は脂肪肝やケトーシス

発生の危険性が高まる。このような事態を防

ぐために、分娩後の乾物摂取量を早期に増加

させることが、高泌乳牛の栄養管理の最も重

要なポイントといえるl.2)0 

乳牛のCa代謝で、は、分娩後の急激な乳量増

加は乳中へ大量のCaが移行して失われるため、

小腸からのCa吸収と骨からのCa移行で℃aが直

ちに補給されないと、乳牛は血中のCa濃度が

急速に低下し、乳熱発生に至る。特に、高泌

乳牛は乳量が多いので、乳中へのCa損失量が

一層増加しているため、経産牛ではCa代謝の

対応がうまくいかないケースが多くなり、加

齢とともに乳熱発生の危険性が高まっている。

乳熱予防のためには、乳熱発生のメカニズ

ムを理解することがまず必要である。図は乳

熱発生の危険性に対する乳牛の適応を示した

ものであるが、このなかのどれか一部、ある

いはいくつかが反応できないと乳牛に乳熱が
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~互函→匠劃→｜腎臓（活性型ビタミンD分泌・Ca再吸収）｜

匡函豆亙自 ｜小腸からの臼吸収増加｜

｜分娩時におけるCa代謝の適応｜

図 分娩時におけるCa代謝の適応
（字L熱発生の危険性に対して）

発生することになる。図について簡単に説明

すると、泌乳開始に伴い、初乳中へのCa損失

量が増加すると血柴中のCa濃度の急激な低下

を防ぐために、副甲状腺ホルモン（PTH) 

産生量が高まる。PT Hの主な働きとしては

骨の破骨細胞を活性化して骨から血液へのCa

の移行（骨吸収）を高めることと、肝臓、腎

臓でビタミンDを活性化して活性型ビタミン

D産生量を高めることである。腎臓で活性型

ビタミンD分泌量が高まると小腸からのCa吸

収量が増加し、骨吸収の増加と組み合わせて

血柴中Ca濃度を正常範囲内に維持し、乳熱発

生を防止する。乳熱予防には、これ以外に腎

臓からのCa再吸収なども作用しているが、基

本的にはPT H、活性型ビタミンDの活性化

とこれらのホルモンに反応するレセプターの

適応が最も重要と考えられている。

3.乳熱発生と加齢の関係

乳熱発生は加齢の影響が大きく、乳牛の血

築中CaとPi（無機リン）の濃度は加齢とと

もに低下するものの、血築中PT Hおよび遊

離脂肪酸濃度は加齢とともに上昇し、 4産以

上の老齢牛で高い値を示した（表 2）。また、

経産牛の血築中Ca濃度と PT H濃度の関係

を調べると、 PT H濃度の上昇が不十分な場

合に乳熱の発生することが推察された。

このことから、初産牛はPT Hの分泌量が

少なくてもCaとP代謝を正常に維持できる

が、加齢とともに骨などの働きが弱まるため、

老齢牛ではPT Hの分泌量が少ないと乳熱発

12 

表2 乳牛の分娩直後の血液成分

初産 2産 3産 4産出と

頭数 27 14 14 

月齢 25.5 38.2 49.1 76.0 

体重（kg) 602c 648b 666' 76'! 
血竣成分

Ca(mg/dl) 8.8' 8.6'0 8.1恥 7.5' 
Pi(mg/dl) 4.8' 4.7曲 3.9bc 3.1 

PTH(pg/ml) 166b 425b 385° IOlt 

NEFA (mEq/I) 566° 479b 520° 7g~ 

a.b.c :5%水準で有意差あり

生の危険性が高まることがうかがわれふ：

た、加齢とともにケトーシス ・脂肪肝発生町

危険性が高まるため、経産午ではエネルギー

摂取量を適正に保つとともに、 CaとP間

を活性化させる飼養管理法が重要と考えらi』

る。

4.乳熱発生と給与飼料の関係

乳牛の乳熱発生には給与飼料の影響も対

い。表 1は経産牛の分娩前後のミネラル酬

を調べた結果3） である 。 分娩前のミネラJv~

収量は各試験区とも正であったが、分組j～

4日後には乳量が30kg／日以上に急増しが

め、体重減少が4.8～6.5kg 日と非常に記

く、 また窒素、 Ca、p、Mg、K出納もが

ナスになった。また、分娩直後にミネラ岬

積量はマイナスとなるものの、低K舘

(1.9%）のアルフアルフア給与では血禁中f

TH  濃度が高まり、骨吸収と消化管からの

Ca吸収が促進された。

一方、乳牛の分娩前のK吸収率は74サ：~o
と高い範囲にあり、特に高K含量（3.37刊

のアルフアルフアを給与した場合には棋針

4頭のうち 2頭に乳熱が発生した。ミ平7lf

のなかでもKは溶解 ・吸収されやすいた時

牧草中に過剰に蓄積したKは消化管あるい（；

乳牛体内で、CaやM乏などの吸収や利用を昨

し、乳熱発生を促十。このケースで、は、初

発生牛の血柴中PT H濃度はやや上昇したb

f.i'it.技術 2002年 5ij~



のの、骨吸収の指標となる血柴中ハイドロキ

シプロリン濃度が低かったことから、骨のP

THレセプターの適応が不十分なことが乳熱

発生の一因と思われた。

以上のことから、分娩直後の高泌乳牛は体

重減少、窒素、ミネラル蓄積量の減少が非常

l：額著なため、分娩後の乾物摂取量を早期に

増加させ、同時に窒素・ミネラル蓄積量を増

加させる飼養管理が最も重要になる。また、

ミネラルの飼養管理では低K含量の飼料給与

では消化管からのミネラル吸収と骨吸収を促

進させるが、高K含量のアルフアルファなど

の給与ではPT Hのレセプター機能が阻害さ

れ、乳熱発生要因となることが推察された。

5.乳熱予防と力チオン・アニオ
ンバランス

近年、乳熱予防ではカチオン・アニオンバ

ランスが注目されている。表3には分娩前の

組問料と配合飼料の給与比率を変えた試験結

果4＇を示したが、 カチオン・アニオンノくラン

スはほとんど違わないものの、試験区間のk

(CJ摂取量は極端に異なっている。試験で使

った乾草のCl含量は1.56%で、あるが、我が国

では牧草中のCl含量は 1%を超えるものが多

（、その結果、自給粗飼料を多給すると乳牛

Iii〔だけで、なく、 Clの摂取量も多く なる。

電解質（K、Cl、Na）の体内代謝の特徴

Ii、消化管から吸収されやすいものの、体内

と主主主区と配合多給区のイオンバランス

ii"～ 章捧多給区 配合多給区

軽相理由量（kg／日）
4 4 

ミ平うん横取量（g／日）
11.5 10.1 

N国
14 16 

日
298 196 

s 167 106 

イオ／／（ヱ‘ー 26 23 
話詳（ミリ当伽g) 167 

1 関守足率（乾草多給区 1:9、配合多給区： 5:5)

128 

h』』

に保持できる量が限定されているために、過

剰に吸収された電解質は大部分が尿中に排地

される。このことは、乳牛は電解質を多量摂

取すると尿中の電解質濃度を高めたり、尿量

を増やしたりして、これらを体外へ排池しな

ければならないことを意味する。その結果、

腎機能に多大の負担がかかり、腎臓における

Caの再吸収や活性型ビタミンDの産生に悪

影響を及ぼすことが推察される。このような

ことから、我が国でカチオン・アニオンバラ

ンスに基づく飼料給与を行う際には、飼料中

のK含量を可能な限り低減することと、 Clの

添加は必要最小限にとどめることが必要であ

ろう。

6.我が固における乳熱予防法

乳牛の生涯生産性を高めることが酪農家に

は最大の経済的メリットを生みだすが、乳牛

は老齢になるほど骨と腎臓の機能が低下し、

乳熱が発生しやすくなる。カチオン・アニオ

ンバランスの考え方に基づくと、乳熱予防で

は粗飼料のK含量を 2%以下に低減し、飼料

中のK含量を可能な限り低下させることが我

が国では第一に求められる。

乾乳期の飼養管理では分娩後の乾物摂取量

を早期に高めるような飼料構成が重要なため、

陰イオン塩飼料給与では乾物摂取量の減少を

避けるような工夫が必要である。特に、育成

雌牛では分娩前後に乳熱はほとんど発生しな

いことと成長のための増体が必要なことから、

陰イオン塩の利用は推奨できない。したがっ

て、陰イオン塩の利用は高K飼料を利用せざ

るをえない経産牛だけに限定することが必要

である。その場合でも、 NR C標準・乳牛の

改訂版（2001年版）では（Na+K）一（S +Cl) 

の式で0ミリ当量／kg以下にすると乳牛の血

液の酸性化が可能としていることから、過剰
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な陰イオン塩の利用は避けねばならない。

分娩前後におけるミネラル給与で、実際に

今まで述べたことを可能にする給与方法はT

M R給与である。各栄養素を適正に含有した

飼料を乳牛に充足させ、ルーメン機能を正常

に保ち、分娩後に乾物摂取量を急速に増加さ

せるためには、 TM Rを利用することが最も

望ましい。ところが、自給飼料の利用やコス

トを考えて飼料設計をすると、ミネラル含量

は変動が大きくなる。そのため、実際のミネ

ラル給与では、周産期の飼料中ミネラル含量

は変動要因が多いことを念頭におき、各ミネ

ラルをできるだけ過不足ないように飼料設計

することが基本といえよう。

さらに、分娩後の泌乳初期には体内からの

今月の表紙

ミネラル損失量をなるべく少なくするよ机

飼料中のミネラル含量を高めることが必要T

あり、 ミネラル斉リなどによるミネラルの補t

特にCaとPの飼料中への添加が有効といi

る。また、 CaとP代謝の促進のために猷

な日光浴と運動が分娩前後に大切なことも店

れではならない。

参考文献
し久米新一 ：北農， 67,80-84 (2000) 

2.久米新一 －生産獣医療システム 乳牛編3'

農文協， 265-271(2001) 

3. Kumeら： Anim.FeedSci.Tech., 93, 157・l侃

(2001) 

4. Kumeら： Anim.Sci.Tech. (] pn), 68, 657-1湖

(1997) 

ハンガリーはマジャール人により建国され、騎馬民族の伝統を引き継いでいる。ハンガリー

大平原に位置するホルトパージ国立公園では様々な在来種の家畜が伝統衣装の牧夫により管理

されており、大きな観光資源となっている。 （畜産草地研究所研究交流調整官古川力）
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その発育指標を測定する牛の体型測定技

術を開発したので概要を報告する。

め、
梅田直円
（うめだなおのぶ）

中央農業総合研究センター
機械作業研究室 静止時背線高と歩行時背線高2. 

ととし、

牛の発育を把握
するための
背線高測定装置

高い相関が認められた。

歩行中の背線の高さを基準位置で測定した

値の平均値を「歩行時背線高」とした。背線

に20cm間隔で、マーカーをつけた牛が通路を歩

行する姿勢を側方よりデジタルビデオで撮影

マーカーが基準位置を通過す

るときの高さを平均することによって歩行時

と

した。そして、

岨rY=0.985Xh+4.1 R=0.9932 

Y=1.006Xc・2.3 R=0.9973 

• n =256 

。体高（Xh)

×＋字古事高（Xe)/ 
150 

E 140 
c.J 

130 

; 120 

• 110 
権
世!i100 
~ 
S佐

午の体型の測定は体高、十宇部高、体長、

開幅なと＇11部位について行なわれ、遺伝的

聞の改良や協会への登録、市場での取引で

4重要な基準となっている。また、飼養管理

面では、体高および、体長が発育状態の診断や

糊量の決定、繁殖供用の判定などの指標と

Lても利用されている。体型測定を正確に行

1ためには、平坦な地面で牛を正姿勢に立た

t闘1として骨と骨の聞の最高、最広、最
iのところを測定しなければならないO
L、職妙な牛の動きで測定値が変動したり 、

制定部位によって測定器具を替える必要があ

！など作業が繁雑で、多くの労力を要する。

？で、非接触で、しかも測定部位を特定し

~（ てもセンサで測定が可能な発育指標を定

1.背景および目的

100 120 

体高・十字部高（cm)

静止時背線高と体高、十字部高の関係

140 

90 

80 

80 

部位を特定することなく測定可能な発育指

標として、背線の高さの平均値を使用するこ

これを「背線高」と定義した。そし

て、牛が正姿勢時の背線高を「静止時背椋高J
とした。平成12年7月から12月までに 3～13

ヵ月齢のホルスタイン種雌牛延べ256頭（毎

月約42頭）について、静止時背線高を測定し

た。静止時背線高と体高、十字部高との関係

を同 lに示した。静止時背線高は、体高

(R=0.9932）および十字部高（R=0.9973)

図1

表1 歩行時背線高の変動

歩行時背線高 静止時背線高（8)(A-8）／日＊100ウシNa
平鈎値（A)(cm）変動係数（%） (cm) (%) 

131.1 0.5 130.6 0.4 

140.0 0.7 140.8 0.6 

129.1 0.7 128.8 0.3 

138.4 0.8 137.6 0.6 

124.0 1.0 123.7 0.2 

138.2 1.3 138.7 -0.4 
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で背線の高さが測定される。⑤データI±、［

i培、牛番号とともにシーケンサのメモリか

ドに記録され、パソコンで処理されるc

算出手Jll買（図 3）は①高さ70cm以下の低；

超音波距離計の測定可能範聞から外れるが

切り捨てる（CUTl）。②残った値の平地

(A10）を求める 3 At0以下の値は、首都：

推定され切り捨てる（CUT2）。④残っか

の平均値が歩行時背線高となる。

3）測定精度

体高116.0～145.8cmのホルスタイン種JI~

について試験した本装置の測定精度試験的結

果を表2に示す。歩行速度は0.7～5.0ms~ 

背線高を算出した。ホルスタイン種6頭につ

いて、それぞれ7回繰り返し測定した場合の

歩行時背線高の平均値は、静止時背線高との

差が－0.6%から＋0.6%の範囲にあ り、体高、

十字部高と高い相関が認められた（表 1）。

また、歩行時背線高を繰り返し測定した場合

の変動係数は、 0.5～1.3%の範囲内であった。

慣行の方法で体高および十字部高を繰り返し

測定した場合の変動係数はそれぞれ1.2%と

1.3%で、歩行時背線高の変動は慣行法と比

較して同程度またはそれ以下であった。

以上のことから、静止時背線高および歩行

時背線高は、体高、十宇部高と同様に発育を

把握するための指標になりうると判断された。

1)装置の概要

本装置は、通路、 10～15個の光電センサ、

超音波距離計、

(PC）から構成されている（図 2）。牛の歩

行速度の制限と背線の左右へのぶれ防止のた

め、通路床面や通路幅を体型に合わせて狭め

る。超音波距離計は床面からの高さ700～

1550凹の範囲の測定に対応し、電圧がアナロ

グで出力される。光電センサは通路に160～

lOOmm間隔で‘設置し、発受光部の取り付け高

げ
日
置
↑一説

一
泊
羽
田

↑

吉

岡線背型過通－Ta
 
歩

背線高測定装置

プログラマブルコントローラ

3. 

図2

平崎値＝歩行時宵線高
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60 

育館

歩行時背線高の計算手順図3

さと反射板の取り付け高さを変えることによ

って体格の異なる牛に対応させてある。 Pc 
にはタッチパネル式モニタが接続しており、

牛番号の入力、測定の開始などの信号を入力
歩行通過型背線高測定装置の測定空L
平均（cm) 変動係数（%） 寄~
136.5 0.3 •.• 

128.2 0.3 ・・: 

118.7 0.5 ・: 

138.3 0.6 て
139.9 0.6 二
140.1 0.6 二
138.9 0.6 ム
123.2 0.9 

53 
127.1 1.0 白5

121.8 1.1 
71 ""' 

141.4 1.2 －ー－－－－

Niili1技術 2002年jij~ 

表2

ウシ

A 

B 

c 
D 

E 

F 

G 

H 

J 

K 

することができる。

2）測定手順および算出手順

測定手順は、 ①分離扉やません棒で、牛群

から牛を 1頭分離する。②タッチパネルから

牛番号を入力し、測定を開始する。③牛が駆

け出さないようゆっくりと追う。④牛の尻部

が光電センサを通過するたびに超音波距離計
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枠場・体重計

図4 背線高・体重測定システム

歩法は常足と速足であった。常足ではき甲と

十字部が交互に高くなり、 早足ではき甲と十

字削f同時に高くなる傾向を示したが、 どち

らの場合でも背線高の変動は小さく安定して

いて測定が可能であったl)。

各個体の歩行時背線高の貸出に利用できる

制定データの個数は、 4.5～8.2伺であった

（表2）。 測定データの個数が5個以上寄与す

此測定の変動は 1%以下となり、安定的に

制定可能である2）。 今阿供試した午では l頭

t除いて5個以上が利用されており、イ本格の
異なる牛にも適応できることが確認された。

繰り返し測定した場合の変動係数は0.3～

l.2%であり、 11頭中 9頭の牛で1.0%以下で

あった。これは、ビデオ画像の解析で得られ

た歩行時背線高の変動係数（表 1) と同程度

であり、本装置によって安定した測定が可能
であった。

t背線高・体重測定システムの実
証的試験

体重と歩行時背線高が測定可能なシステム

T試作し、家畜改良センター（福島県西郷村）

~：）川イン種育成牛舎おいて実証的試験
'r1Tったo試作したシステムは、 1頭ごとに

鳩可能な枠場を有する体重計、背線高測定

均、個体識別装置および操作盤から構成さ

れている （図4）。牛の体が枠内に収まった

ことを知らせる進入完了ボタン、扉を任意の

位置に固定するストッパー、体重などのデー

タがPCへ記録されたことを知らせるパトラ

ンプ、電子耳標による自動個体識別などを追

加・改良することにより、牛を枠場へ収容し

た後は 1人で作業可能となった。1頭測定す

るのに要する時間は約47秒であるが、さらに

効率的な作業ができるように改良する予定で

ある。

5.まとめ

1）静止時背線高および歩行時背線高は、

体高、十字部高と高い相関を示し、繰り返し

測定した場合の変動も0.5～1.3%と小さく、

発育把握のための指標となると判断された。

2）開発した歩行通過型背線高測定装置は、

繰り返し測定した場合の変動係数は0.3～

1.2%で安定した測定が可能で、ある。

3）体重と歩行時背線高が測定可能なシス

テムを試作して行った実証的試験では、 1頭

あたりの体重および背線高の測定時間は約47

秒／頭であり、精度の良い測定が可能で、ある。

参考文献
1. .f毎回直円ら： n本畜産学会第98同大会講演要旨，
179 (2001) 

2.脇田直円ら： 2001年度日本家畜管理学会春期研

究発表会講演要旨， 52-53(2001) 
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英国口スリン研究所：
遺伝子の探索と雑感

長嶺慶隆（ながみねょしたか）
東北農業研究センター 畜産草地部

1 .はじめに

2000年10月より2002年 3月まで、英国のロ

スリン研究所で家畜の遺伝子探索の研究に携

わった。ロスリン研究所は世界一有名な羊と

いわれるクローン羊ドーリーの故郷でもある。

著者の滞在中、 2001年の初頭から約 1年、英

国は口蹄疫騒ぎとなった。ロスリン研究所で

も、口蹄疫の流行地域からきた者は、研究所

に立ち入る前に洗車や衣服の着替えが義務づ

けられ、とてもドーリ一見学どころではなく

なった。この研究所はスコットランドの首都エ

ジンパラから南へlOkmほどの場所にあり、300

名ほどの職員を抱える独立法人機関である。

2.遺伝子座の探索

ロスリン研究所はクローン研究ばかりでな

く、 QT L (quantitative trait loci ：量的形質

の遺伝子座）の探索研究でも世界的に知られ

ている。家畜の乳量、増体速度、脂肪交雑、

ロース芯面積など主要な形質の遺伝的能力は、

微小な働きをもっ多くの遺伝子の総和的な効

果で決まるといわれ、遺伝子の位置は特定で

きないとされていた。ところが、 1994年、ロ

スリン研究所のHaley博士らが、スウェーデ

ンの研究者との共同研究で猪と豚の交雑種を

18 

使い脂肪厚、増体速度といった形質の遺酎

座を著名な科学誌サイエンスに報告しIft. 

以降、 QT Lを探し、家畜の改良に役立てJ

うという動きが急速に高まった。当初、 淋

となるQTLは品種問の差を生み出す遺伝？

に限定されていた。品種間の差を作るiiU

遺伝子は測定値に与える影響が大きし鮮

が容易だからである。そこで、猪と豚、チ

ロッパ豚と中国豚といった遺伝的にかけ酌

た品種の交雑種を用い遺伝子座の探索州わ

れた。 しかし、品種内での改良に役立てQ

にはこうした品種間でのQT L探索は有艇

はいえない。 例えば純粋種のヨークシ＇＼＇－~
の改良には、ヨークシャ一種内での有用伺

伝千座を見つける必要があった。

私は着任早々にHaley博士から5つの併

種集団の分析を依頼された。幸いこれらの主

団から増体量、脂肪厚といった形質でQTl

がいくつか見つかった。純粋種から検出でj

るQTLが予想以上に多いこと、またそのf

伝的な働きの大きさから、家畜育種の手配

大きく変って行くという感想を持った。

3.英国の研究を支える力（英語

と選抜システム）

産業革命の発祥の地である英国にはかつ（



の工業力の力強さはもうどこにも見られない。

車、精密機械といった付加価値の高い商品の

市場はずいぶん前から、 日木、 ドイツといっ

た外国資本に席捲されている。しかし、前述

したクローン技術、 QTL探索といったよう

に世間が「あっ」と驚く科学力をいまだに示

すことがある。ここ10年の自然科学分野の国

別ノーベル賞受賞者は、アメリカが圧倒的に

多いが、英国がこれに続く。英語が大国アメ

リカの公用語であり、世界共通語であること

が英国研究者の最大の強みだろうが、こうし

た7ングロ ・サクソンの国に共通して見られ

b選抜方法が優れた業績を生み出しているよ

7に思う。先にロスリン研究所は300名 （事
務部門も含む）ほどの所帯と書いたが、正規

の研究者は40名弱にすぎない。例えばHaley

博士を部長とする計量遺伝部は20名以上の研

究者がいるが、正規の研究職員は 9名。 他の

研究者はポス ト・ドクターや博士課程の学生

遣であり、国籍はスペイン、ギリシャ、オラ

庁、アメリカ、中国、東欧と様々である。

言葉の面から英語圏出身が圧倒的に有利とは

いえ、インターネットを介して公募される研

究者のポス トは、（極端に言えばその分野に

目して世界中の）ポス ト・ドクターたちに公

示され、その中から選抜が行われる。日本の

耐体制（大学を含む）を見た場合、こう し

た強力な選抜体制を持つ国々と科学分野での

栴ができるのかと、不安に思った。

抗、科学分野で、の公用語で、ある英語力に

？いて私自身は苦い経験が多い。（私の不才

川町、来英する同朋たちを見ても思

7のだが）これまでの英語教育のピントがず

れていたように思える。「中学生以来の英語

i；闘する努力はどの程度報われたのか？Jと

町うことが多い。端的に言えば、驚く

4どの文法知識をもっているが、 しゃべれな

い、 書けないというのが日本人の英語状況で

はないだろうか。現地校に通う中学生の娘は、

英国の子供は副調と形容詞の違いも知らない

と言っていた。おそらく、（ある程度教育を

受けた）日本人の英文法の知識は英国人以上

だろう。しかし、それほどの知識がどのよう

に生かされるか、 一度考える必要がある。

4.中国人研究者の活躍

ロスリン研究所にも中国からの研究者は多

い。近年、世界中で中国人研究者の活躍が目

につく 。私の携わったQTL分野でもいくつ

かの中国人研究者の文献は欠かせないものに

なっている。12年前、カナダの大学で研究を

していたころ、若い中国人の研究者をよく目

にした。そのころは、まだ駆け出しの研究者

たちとの印象が強かったが、その世代が業績

をあげ、 1分野を支えるまでになったように

感じる。先進国で著名となった中国人研究者

のもとに、さらに若い中国人の研究者が集ま

り、分野を支えていくようにも見える。人に

よっては、故国を離れた一部の中国人の活躍

と限定する意見もあるが、こうした動きが中

国本国の研究レベルに影響しない、との見方

には無理があるように思う。経済分野でいわ

れる中国の台頭が、このように私の分野でも

実感として感じられる。

前述した英語と選抜システムの問題、科学

分野での隣国の躍進。こうしたことは個々の

研究者の課題というより、非常に大きな研究

体制の課題といえるだろう。しかし、体制を

支える個々の研究者の危機意識がなければ、

どのように優れた体制改革も形ばかりのもの

となる。

ロスリンでの 1年半、成果も感慨も多い研

究生活を送ることができた。この機会を借り

て関係者の皆様に改めて感謝したい。
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4・・v
！ 海外情報 』

2003年、2012年および2030年｜；

向けたデンマーク畜産環境政策
長田隆（おさだたかし）

1 .はじめに

家畜のふん尿処理に手を焼いている日本で、

“デンマークでは…”と書けば、多くの関係者

が“またか”と思うぐらい、畜産に係わる環境

問題の解答をデンマークの畜産業に求めた報

告は多い。もちろん、デンマークの政策の全

てを模倣しても日本の現状を解決する特効薬

とはならないことは皆ご存じのはずなのに。

それでもデンマークを訪れた多くの畜産人が

魅了され、それを紹介しないでは屑られない

のは、その将来の姿に、そして、その可能性に

惚れ込んでいるからではないかと思う。デン

マークは具体的なその未来像として3つの節

目となる時期、 2003年、 2012年および2030年

における目標を掲げた。筆者は平成13年12月

に畜産技術協会の畜産関係温室効果ガス抑制

技術等調査検討事業の海外調査を委託され、

デンマークの関係者を訪問する機会を得た。

ここでは法令とか制度の話はくどいので最小

限とし、それを実践してどうなのか、そして

目指す目標を達成できるのか… そんな事項

について断片的な情報で申し訳ないが、ご紹

介したい。

2.農業かうの窒素放出量を2003年に半

減し、環境と調和した農業を確立する

（水環境計画E、強化されるEUの硝酸塩

指令への取り組み）

1991年にEU（当時EC）で採択された硝酸

塩指令は地域内の地表水（沿岸海水、河川、

20 ,.,. 

畜産草地研究所 資源化研究室

湖沼）および地下水の水質保全を目指して帆

定された共通規制である。1ヘクターJ凶t

りの最大飼養頭羽数を1999年からふん原告1

窒素210kg 年相当、2003年からは170kg!£ 

相当とする大変厳しいものである。現在の手

ンマーク国内法であるハーモニー・ルイ

（水環境計画という政府の環境規制のなかじ

ある基本的事項）よりさらに厳い制限吋

る。政府との政策交渉にも当たるデンマイ

農民同盟のDr.Ann Marie Zinck氏は、；t

らの規制を農業者は、現在は必要なこと見

えているという。1980年前半に起きた7バ

ルドや近海での藻類の異常発生と魚の大都

の原因の一つが、農業の、とりわけ家訓t

物の栄養塩類の利用が未熟であったこと泊

めるには多くの討議が必要だったことを詐

てくれた。その利用率が20%に満たない新

改善するため、ふん尿の貯留設備 （スH’

タンク）の容量を増加させるなとeの措置~（昔
られ、現在のハーモニー・ lレールに関して，；

ほとんどの農業者が納得して実践し’fいド

いう。1998年の推計で、これまで、の措置1:.

り窒素溶脱量を年間6.3万トン減少させ、 ！

らに3.7万トンの削減が必要で、その日

①施肥窒素の約附の削減、 ②スラリ？

の資源利用の改善、 ③地域自然の保護t鮮

に優しい農業への補助金制度が、当初掃

（水環境計画 I) に追加された。

このような規制措置に対し、農業者の昨



らは国際競争力に関する懸念はないのか尋ね

たところ、「もちろん、そういう声が少なか

らず上がっている。デンマークはEUの硝酸

塩指令に対して積極的に取り組み、最も成果

を上げている国の一つで、そういう意味では

競争的でないかもしれない。しかし、デンマ

ークの農業者は、優秀な経営者だから、環境

に負荷を与えながら生産を続けることが長い

目で見て持続的でないことを理解しているo

iだ対策の採られていない地域や国でも、や

がては同じことをすることになるのだから。

ただし、 170kg 年相当という制限について

は、明らかに環境を優先したものであり、牧

草載培をしている略農家には230kg 年（条

件としてビートや牧草などによって耕作地の

70弘以上が覆われていること）を提案してい

るlとのことであった。

3.京都議定書で2012年に約束した温室

効果ガス発生量21%の削減目標を達成

するため、農業系においても対象ガスを

削減する

アノマーク農業における温室効果ガス排出

動向は以下のようにまとめられる。

1）デンマークの農業から発生する温室効

果ガスは、1990年には16.6Mt（メガトン： 106

トン）と推定される。この推計には、メタン

1:1酸化窒素、および農業で使用される燃料

から直接放出される二酸化炭素を加算したも

のであり、消費電力および肥料、農薬、機械

や施設建設などの間接的な放出に当たる

1川崎加算すると、囲内総発生量の26%が

農業起源ということになる。

2）メタンと亜酸化窒素を対象に二酸化炭

素当量で、比較した場合、主な温室効果ガス発

生擁としては、ルーメン動物からのメタン

（泊先）、硝酸態窒素の流亡からの亜酸化窒素

19刻、作物残さ起源の亜酸化窒素（16%）、

4・園調V

化学肥料起源の亜酸化窒素（13%）、家畜ふん

尿施用からの亜酸化窒素（9%）などがある。

これらの発生の内、特に亜酸化窒素の発生に

ついては不確定要素が多く、 50%以上の誤差

を含んで、いる。

3 ）温室効果ガスの発生を抑制するため、

①搾乳牛の餌の改変、 ②アンモニア放出抑制

による硝酸塩流亡呈の削減、 ③エネルギ一作

物による化石燃料の代替え・土壌吸収・亜酸

化窒素放出抑制、 ④嫌気性消化処理による化

石燃料の代替え・メタンと亜酸化窒素放出抑

制が対策としてあげられる。

4）これらの実施により、デンマークから

の温室効果ガス総発生量を2012年には6.5%

の削減が達成できる。

5）この推計に用いられた係数は、全てが

体系的な研究から得られたものではなく、他

の目的で行われた試験研究から算出しなおし

たり、予備的に得られたものが多い。このた

め、ぱらつきや誤差が管理できていない。非

常に大きな改訂もあり得る。

以上のように総括されている。これを作成

したデンマーク農業科学研究所作物土壌部の

Dr. Jorgen E. Olesen氏は、デンマークの農

業分野における温室効果ガス発生量算定と温

暖化の囲内農業への影響を取りまとめる研究

者である。彼の話によれば、「まだ判ってい

ないことが多く、特に亜酸化窒素については

各発生源の状況を一つづっ検証していく仕事

が必要だjと強調した。また、温室効果ガス

削減のための施策の可能性と、農業者への伝

達について質問したところ、「まず、各削減

技術とも実行に不確定なところがある。だが、

硝酸塩流亡の削減などは、すでに硝酸塩指令

の実行のための国内法（水環境計画）で一部

実行されつつある。また、エネルギ一政策と

して実行されることもあるjと話していた。
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4.エネルギー関連の二酸化炭素放出量を

2030年に1998年比の半分に減少させ

るため、メタン生産を20PJ（ベタジ‘ユー

ル： l015 J）、現行の約8信に拡大する

デンマークの長期的エネルギ一政策

“Energy 21”の中では、エネルギ一関連の二

酸化炭素放出量を2030年には1998年比の半分

に減少させる目標を掲げている。ここでは化

石燃料依存から脱却して“Renewableenergy 

（再生可能なエネルギー）”と呼ばれる有機物

（生物）などを原料とした、あるいは風力など

からのエネルギ一生産量の増大が方向づけら

れている。その主役の一つがメタン発酵であ

る。現在メタン発酵により2.67PJ(1999年値）

が生産されているが、 2030年の目標を達成す

るには、メタン発酵は20PJ、現行の約 8倍も

のメタンを生産する必要がある。潜在的なメ

タン発酵可能量から試算すると、デンマーク

園内の有機性廃棄物全体で34PJ、このうち家

畜ふん尿が24PJ（約70%）であることから、ふ

ん尿主体のメタン発酵がその中心となる。

南デンマーク大学の生物エネルギー学部の

教授で、大型共同メタン発酵施設に係わるプ

ロジェクトの主要メンバーであるDr.JensBo 

Holm-Nielsen氏を訪問し、その可能性を尋ね

た。彼；はInternationalEnergy Agencyの

Task 24“Energy from Biological Conversion 

of Municipal Solid Waste，，のデンマーク代表

者である。彼はデンマークにおける温室効果

ガス発生抑制にも嫌気性消化による有機性廃

棄物処理の推進が最も重要で必須なのだと言

い切る。特に畜産業からの排出抑制を考える

とき、メタン発酵による処理には、以下のメ

リットがある。①メタンが取れる、②嫌気性

になりやすく、メタン、亜酸化窒素が出やす

いスラリーを密閥系で管理できる、③消化処

理後のスラリーは無機化され、作物に対する

22 ~ 

~ 

栄養塩類の利用性が高まる。このことによ1

硝酸塩の流亡が減少して亜酸化窒素排出量点

滅る。また、すでに二酸化炭素税が一般続

でも徴収されており、これを財源とした附

開発やプラントへの資金援助を条件に目髄

成は可能としている （滞在先のHorsens献

は、 lkwhの電力使用に対し10オーレ（約IJ

であった。この金額は電力支払料金の約5%

を占める）。

5.おわりに

ここで、紹介したデンマ一クの政策実現例

能性はともカ、く、その方向性が基本的l：日本

の政策と矛盾がないとすれば、日本の農業l

畜産業は食料だけでなく、エネルギーの併

者としても期待されることとなる。今後、？

くの有機質資源をリサイクルして環境と調和

のとれた持続的な農業生産を推進するこ日

ますます重要になってくるであろう。そ酬

で畜産業の果たす役割は、リサイクル社会日

トップランナーとして、これからの日制ti

サイクル社会のあるべき姿を具現化していi

義務がある。その責務は非常に重い。

最後に本情報収集に当たり、多大なごまt

をいただきました畜産関係温室効果ガス僻

技術等調査検討事業の検討委員の方々が；

（社）畜産技術協会の関係各位に深謝し引

ます。
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園調
唐津豊
（からさわゆたか）

信州大学農学部

精資源（ダチョつ）
:1ンポジウムの概要

はじめに

平成13年12月6日に（社）畜産技術協会と

財）日本農業研究所の主催による標記のシ

ンポジウムがダチョウ資源利用開発シンポジ

ウム一新家畜資源利用開発調査研究報告 と

してルポール麹町にて開催された。参加者は、

捕、各方面から130余人が参集し、会場は

満員で、ダチョウに対する関心の高さをうか

がわせた。このシンポジウムは、 日本中央競

馬会特別振興資金助成事業として、（財）日本

時研究所が（社）畜産技術協会から委託を

初て平成9年から 5年間、本邦で初めて行

？った系統的、総合的なダチョウの飼育研究

、：関する調査研究事業の成果を、最終報骨と

してシンポジウム形式で公開発表したもので

~~ o 官頭に（財）日本農業研究所の後藤康
~~事長からこの事業とシンポジウムの趣旨
り説明を含めた開会の挨拶があり、シンポジ

ウムが開始された。

1 .記念講演ーダチョウはどんな
鳥か

企画委員長の正田陽一東京大学名誉教授が

ダチョウの名前の由来、日本への渡来の歴史

について文献を示して話された。その中で、

産業人である高崎達之助氏が1932年 （昭和7

年）に一番いのダチョウをアメリカから持ち

帰って飼育し、 1935年に人工鮮化に成功して

数十羽にまで増殖させた、との話は大変興味

深かった。その動機と目的が是非とも知りた

いところである。ダチョウは6亜種と l馴養

種があり、 l亜種（シリアダチョウ）が絶滅し

たこと、およびダチョウのような走鳥類の生

息が南半球に限られることと大陸の成立との

聞になんらかの関係がある可能性が紹介され

た。ダチョウが現存の烏の中で最も大きく、

雄は体高2.1～2.75m、体重100～130kg、雌

は体高1.75～l.9m、体重90～llOkgもあるこ

と、飛期のための胸筋が付着する竜骨突起を

持たず、指は第4Ji¥止と第3祉の 2fill上のみであ

ること、消化器は素嚢が無く、後部腸管が発

達し、雄が大きなペニスを持つことなど、生

体機構の特徴が述べられた。ダチョウは、砂

浴びを好み、雑食性、昼間行動性、集団行動

性の動物で、 一夫多妻で優位雌が自分の卵を

真中にして雄と協力して抱卵し、自分の卵の

鮮化をしやすくしているなど、特異な生態と

行動についてきれいな図を使って説明された。

2.特別講演一世界のダチョウ産業

名古屋大学大学院の奥村教授が標記の課題

で特別講演された。まず、ダチョウ産業の南

アフリカにおける発展について、 1827～1833

年に最初のダチョウ31000羽分の羽根が輸出

されたことに始まり、 一時は1,000,000羽近い
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ダチョウが飼養されていたが、自動車の拝及

と帽子を被るファッションの変化のため羽の

需要が激減し飼養羽数も1939年には23,528羽

まで減少したこと、近代のダチョウ産業は

1940年のクライン・カルー産業組合（KKLK)

の設立に始まり、皮の利用、さらには肉の利

用に活路を見出し、その基礎が築かれたこと

が述べられた。

世界におけるダチョウ飼養は、 1993年の

KKLKからの種鳥の解禁が契機となり、ダチ

ョウの家畜としての有用性と環境適応性が評

価され、急速に拡大し、現在世界42ヵ国で飼

養されていること、そのうちダチョウの輸出

用承認屠場がある国は16ヵ国で、皮なめし工

場があるのは10ヵ国であり、日本には2工場

があることが示された。2000年から2001年の

1年間でと殺された世界のダチョウは、総数

585,000羽で、そのうち60%がアフリカ、

13%が中央ヨーロッパで他の地域は数%に過

ぎない。世界の肉の需要は2001年に16,500t 

で、大部分がヨーロッパで、消費されEUの肉

の潜在需要は70万 tであるという肉消費量に

ついて楽観的な見方があることが述べられた。

ダチョウの皮革の生産はかつての33万羽から

現在約22万羽に減少しており、世界における

大消費地は日本で、 一時日本では12.5～17.5

万羽が消費されていたが、今はそれが半減し

ていること、世界で生産されるハンドバッグ

の90%以上、約40万個が日本で販売されてい

る（中国産50%、日本産30%）現状と、皮の

消費市場は現在の消費国以外に広がりを見せ

ていること、およびバッグや衣服以外の利用

が増えることから消費拡大の可能性があるこ

とが述べられた。

3.家畜 （ダチョウ）資源利用開発
調査研究事業報告
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（財）日本農業研究所の小宮山参与料、事

業の概要について説明があった後、研究献

の発表が行なわれた。発表の要旨は次のli

であった。

繁殖関係については、繁殖のための糊町

組み合わせは、良い組み合わせが得られれ

その組み合わせを維持すること、平均年百

数は48個以上で、 産卵性能については問題t

かったが、産卵は雨が多いと悪くなるこ1

9月から 1月まで、飼キヰのタンパク質レベv

を19%から17%に落として産卵を休止させ』

産卵制御は3月から 8月までのヒナの育成自

期に産卵させることができ、これは受精斡

向上にも寄与したと思われること（著者 五

当初の低受精率を約60%まで高めることn<

きたもののさらに向上させることが必要な；

とおよび僻化率が約60%で癖化直前の硝

卵の減少が今後の課題であることが示さn::

管理・施設に関することでは、繁殖用の代

ンの広さはトリオでも340rrlで充分で机

繁殖用ペンのフェンスは金属製鹿網と柿〈

作るのが良く、高さはl.5m、下部は地上t

ら40cm上げても良いこと、管理者の危険闘

のためにペン内に柱を立てるか木を植え仰

が良いこと、寒冷地での飼養は防寒に留意7

ることが必要で、、台風の通過する地帯にが

る降雨と風は産卵を停止させること、倒Ji

度程度の草地ではダチョウの採食・飲水依

繁殖行動などに悪影響は無く、ペンの中柿

木の有無も同様に影響が無いことが報告持

た。さらに、育雛時の床材は、金網、砂、f

殻を試した結果、カーペットが良いこと、i

ラスが牧場の成雌の背中をつついたか 却

を抜いたり、餌を取りに来るなど対策に前

したことや、病気予防の上からも野鳥対請f,i

重要で、あることも指摘された。
j回度管f

ヒナの育成については、育雛場の皿



が重要で、低温はヒナの死亡率を高める大き

な原因であること、育雛の初期は体重が軽く

ても後期に取り戻すことができるので、飼料

要求率と脚の故障の点から初期は成長を抑え

たほうが良いこと、さらにヒナの育成率が

凶（平成13年）と低く、特に 1ヵ月齢以内

の死亡率が高いのが特徴で、これの解決が今

後の重要な課題であることが述べられた。

間育ダチョウのと畜時期は生肉生産量から

みて12ヵ月齢で充分で、あり、それ以後は体脂

肺蓄積が増えるため飼料効率が落ちること、

府時に草を多給（1.2kg 日） しても、 12

ヵ月の出荷時体重は遜色なく、放牧飼養の場

合でも枝肉、生肉歩留りは悪くなかったこと

から、ダチョウ飼育、肥育における牧草の利

用の可能性が示された。

生産物の利用に関しては、肉の歩留りは、

技肉が50%、生肉が30%、精肉が19.4%であ

にと、 24ヵ月齢のように適期を過ぎたと思

われる雄ダチョウの肉でも、肉質に加齢の影

署はあまり無いこと、 62%の人がダチョウ肉

t食べたことの無い集団で、のダチョウ肉料理

性味官能調査で、は、再度食べたいとした回

答者fi92%もあったこと、肉色の濃いのがダ

チョウ肉の評価を低くしている一番の原因で

あること、ダチョウ肉の料理は、非加熱のも

のとしては刺身、たたき、カルパッチョ、 夕

、タンステーキなどが、短時間加熱したもの

tしてはステーキ、妙め物、薄切りカツなど

の揚げ物、肉団子などの挽肉料理が好まれる

ことが報告された。また、皮については、と

畜場での傷、皮裏の削ぎすぎが品質を落とす

大きな原岡であることが指摘された。

最後に、本事業によってダチョウに関する

広範な成果が得られたものの、ょうやく問題

点の抽出ができた段階であり、今後の継続し

た研究の必要性が述べられた。

次に個別報告に移り、今回の調査研究事業

で得られた成果評価をかねて、筆者がダチョ

ウ飼養の技術的課題について、また、日本大

学生物資源科学部の早川治助教授がダチョウ

利用の技術的課題について講演した。その後、

重大学生物資源学部の石田正昭教授をコー

デイネーターに、会場からの質問に講師が答

える形で活発な質疑応答が行なわれた。シン

ポジウムは、（社）畜産技術協会の山下喜弘副

会長の閉会の挨拶をもって盛会のうちに幕を

閉じた。

今回のシンポジウムで明らかになったよう

に、受精率、解化率、育成率の向上あるいは

これらのすべてに関係が深い栄養素要求量を

明らかにすることが重要であるが、今固まっ

たく検討されなかった病気、衛生対策も今後

の重要な課題として残されている。また、収

入の7割以上を肉生産に依存する経営が予想

されることから、現在の推定ダチョウ肉消費

量200tの消費拡大に向けた努力が求められる。
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災害救助犬の
育成と現状

, . rまさか』のできごと
災害救助犬は、くすぶり続ける熱いがれき

の中で、被害者などの臭いを喋ぎ分け、指導

手にその位置をポイントして示す。尊い人命

を救う （探索）のために、熱風に挨が舞って

いるであろう被災現場で、犬も、熱いがれき

に足の裏や体を傷つけ、戦場さながらの騒然

とした中で、指導手と共に、「人馬一体」な

らぬ「人犬一体jとなって活躍する。ツイン

タワーピル崩壊現場で展開される救出活動に

投入された犬達の数、 200～300頭。

2001年9月11日（「防災の日」の10日後）

のテレビ中継の真っ最中の出来事。

俄かには信じがたく、不謹慎で、はあるが、

まるでノンフィクション映画のスクリーンの

ーコマかと錯覚するような現実の大惨事。米

国ニューヨーク市マンハッタンの南に準える

超高層（110階建て）世界貿易センターピル
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2 棟の上層部に、大型旅客機 2 機（とも 1：~

ーイング767型機）が相次いで激突。そのi

後、航空機の燃料によるであろう爆発·~

する画面に。テレビ中継画面は何度も何臥

この激突炎上シーンを流し、多くの視聴者！；

この画面に釘付けとなり、世界中の人什

博させた。

そして、激突後、 2時間程度で、火災じ

る高熱でピルの強度が低下し、いとも簡単，：

粉塵を巻き上げながら巨大なツインタワーI

ルは沈む知くに崩壊し、笠える雄姿はiW.h

った。

いわゆる同時多発テロの自爆行為によ持

博の大惨事。

2.いざ出動

この大惨事に、 （社）ジャパンケネ川ユ

ブ（通称 J KC）の災害救助犬チーム1;

外はもとより、国内派遣の実績をもち、 ；

さかjに備えた体制に基づき、所定の手続j

によって、米国のピル崩壊に一巻き込まれ日

くの人命を救助すべく、米国に出動派遣制i

診した。しかし、国境を超えたテロとい7

界を震憾させ、空港閉鎖なとずの航空規制ト

った厳成体制下にあったことから、国際限

救助犬連盟 (IR0 ） の加盟国である我n（~

はもとより、 ドイツ、スイスなどの著名以

害救助犬チームの派遣を受け入れる情勢作

はなく、米国での災害救助犬による救助活費

は自国保有犬での対応となった。

本会としては、災害救助犬の派遣に凶行

なかったものの、熱いがれきと凄惨な榔買

場で火傷、負傷をものともせず、ひたむ

生存者などの発見に活躍する災害救助犬？

めに、最悪なコンデイシヨンから犬の足れ

る特殊な災害救助犬シューズ60頭分t-AK(

（アメリカンケネルクラブ）を通じ、米国；：



贈ったo

3. rまさかjと地震国日本
あってはならないが、人類の科学・文明の

力を遥かに越えて大Ii然の膨大なエネルギー

Ii時として計り知れない大惨事を引き起こす。

まして、我が国は、いわゆる地震多発国で

あり、一方では、温帯の巾にあって、降雨量

移〈、地形的にも人里の後背位には急峻な

此谷。大地震の発生は、ピルや家屋を崩壊

し、台風や梅雨時の季節には土砂崩れや風水

害によって、一瞬にして多くの災害犠牲者を

肋。プレー トのきしみは、今も続いている

我が国である。

いざ、災害が発生すれば、その被害の甚大

きは、阪神・淡路大震災をみても容易に想像

がつくところである。

4.人命救助は時間との戦い

災害救助犬は、人間の百万倍～ 1億倍とい

う［嘆覚Jや人に服従することを喜びとする

加持つ特性などを活かし、被災現場で、建

物内やがれきに閉じこめられた人を探索・発

見し、こうした特別に訓練された有能な犬達

Ii救助することを喜びとして活躍する。

しかも、時には炎が燃え上がり、余震が不

気味な音を立てて崩れかけたピルや建物を揺

るがす中で、あったり、各種の重機の音や時に

は揮発音にさえ怯えることなく、火薬、石油

tどの揮発性物質の臭いに惑わされることな

仁ひたすら閉じこめられた被災者の探索・

矧に努める犬達。

りした特別に訓練された犬達の中から、

恥いjK Cの諸規程に基づくテストに合格

:t~犬た＇.（tが JKC公認の災害救助犬として
認定されるo ~ 

認定犬、いつもはフツーの

れして、家族の一員として過ごしている。

「まさかjの時には、 JK C理事長の「出動

指令」が入り次第、指導手はなにはさておき、

常備している地図、薬品、非常食、野営具な

どの装備を点検し、救助服にヘルメット、安

全靴姿で、勇敢な災害救助犬と共に被災地に

直行する。まさに被災地までに到達する時間

と探索時間は被災者の生命そのもの。何故な

ら、埋もれた被災者は、ただ暗閣の中で、灯

火のごとき消え入りそうな命と時間との戦い

なのだから・

5. J K Cではすでに12年

JK Cが災害救助犬の育成に手がけてから

すでに12年を経過する。

「救助犬育成を通じて、社会貢献を」とす

る公益法人としての自覚の下に、「地震多発

国の災害に対応する使役犬の育成を図るこ

と」が初めて事業計画に取り上げられ、承認

されたのが今を遡る1990年度。

組織的な育成はヨーロッパで最も組織・技

術レベルが高いとされるスウェーデンの災害

救助犬競技会に技術視察団を派遣すると共に、

先進国のノウハウを取り入れながら訓練士の

熱意と本会の施策（災害救助犬訓練所の育成

などの予算措置）があいまって、着実な事業

の展開と実りが進展。その結果、 1993年9月

1日の防災の日、沼津で開催された11都県

「総合防災訓練jでは、本会の災害救助犬2

頭による救助模範演技が披露され、国内初の

災害救助犬として関心事となるに至る。

その後、数年を経た1995年 1月17日未明に

発生した阪神・淡路大震災には、本会から 8

頭の災害救助犬と12名の指導手が混乱の中現

地に向かい、被災現場での人命救助、不明者

の捜索にスイス、フランスなどから来日した

救助犬チームと連携しながら救助に活躍した。

図らずも、この一連の模様はマスコミでも大
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きく報じられ、広く国民に認知され、国会で

も論議を呼び、本格的な災害救助犬の育成が

言われるなど多くの教訓をもたらした。

JK Cではその後も、「我が国において、

災害救助犬育成の強化・拡大をいかに図る

かjを目的として、スウェーデンの災害救助

犬チャンピオンシップ、オーストリアのザル

ツブルグに視察団を派遣し、帰国後は持ち帰

った貴重なノウハウを基に、農水省、関係機

関を招いて報告会をもち、各方面の意見を求

め、諸規程の作成と統ーされた救助活動の組

織化を図り、消防関係機関との合同演習、指

導手および災害救助犬の育成と確保に努め、

現在では、 1997年の東京消防庁との「災害救

助犬の出動に関する協定」をはじめ、仙台市、

東京都渋谷区など9ヵ所の自治体などと、休

日・夜間を含めた連絡体制や、派遣費用の支

写真1 合同模擬訓練風景

写真2 1998年9月1日 模擬訓練：ヘリで到着した

救助犬
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払いについて協定が結ばれ、また、自治体Ii'

実施する防災訓練などに参画する例も多数；：

上る。こうして、 12年を経た現在では、信

災害救助犬育成訓練所は国内22ヵ所、災害kI 

助犬指導手156名、災害救助丈認定犬山駅、

「まさかjに備えた体制は着実に進み、制1

出動指令に待機している。もちろん、待際

問中も災害救助犬としての特性の維持目向I

を図るため、救助訓練を実施し、地域おれ1

全国の各種の競技会や公的機関主催の防災

練などへ積極的な参加にも余念がなく、棋

手自身も、応急救命に係る技術習相場駅

いるところである。

なお、規程では、公認災害救助犬育成耕

所は、出動・報告の義務づけの他、「携的

品などを常備し、出動に備えており、「理事

長から、出動要請があった場合は速村叫

動しなければならないjとし、被災現地お；

「本部派遣の指揮者又は災害対策本部指揮f

の指示に従う」など、出動、指揮系統の併

な明文化がされ、これに沿った模擬出動；；

何の前触れなく、時を選ばず実施している

6. 出動実績と災害対策基金m~m
の創設

災害救助犬がこれまでに被災地に出動し1

実績は別表の通りであるが、こうした災割

助犬の育成、被災地における各関係者以日

事故に対する保障、出動体制の充実など刊

るためには、やはり財政基盤の確立が極が

肝要で、ある。このため、昨年4月に（;J:，相

表 災害救助犬の主な派遣実績ー－イ
出勤理主与

年月日 派遣先等 旦三ニーで2

1蜘年1月兵庫県神戸市 阪神・淡路大震災 f； 
1997年7月鹿児島県出水市 土砂流 二括
1998年8月福島県西郷村 土砂崩落 明 d

1999年同台湾・台北・台中地区台湾大震災 ~シ
（注）出動者は、派遣した指導手、隊長、通訳などを宮む

畜産技術 2002年 5 ！~



1: r災害対策基金」を創設し、万全の体制に
構えることとした。これは、会員理解の下で、

本会の財産を基金に繰り入れると共に、広く

ー般の方々から基金として指定して頂戴した

ご寄付も貴重な財産として基金に入れ、「ま

さかJの事態に備えている。

7.おわりに

本会では、静岡県富士宮市に災害救助犬訓

韓場を設置していたが、 2002年度には、独立

行政法人家畜改良センター（福島県西郷村）

内にlhaの用地を借り、ピル倒壊現場を再

現構築することとしており、完成すれば災害

救助犬の本格的なトレーニングセンターとな

ふこれまで、大方の災害救助犬育成訓練所

ではそれなりの保有施設で時間をかけて訓練

写真31997年7月 鹿児島県出水市での土砂流にお

ける救助活動

し、仕上がったものが、全国数カ所の試験施

設で所定の課目のテストを受け、合格したも

のだけが認定された災害救助犬となる。

今般、建設中のトレーニングセンターは、

こうした木会の訓練施設の頂点に立つもので、

高層ビルの崩壊現場をはじめ、地震被災によ

る大方の再現を模擬しており、指導手が災害

教助犬に「がんばれ、がんばれJとする声が

聞こえてきそうである。

いずれにせよ、こうして施設、体制も本格

化し、ますます資質の向上を目指す本会の救

助犬チームが、日進刀歩する科学の力とあい

まって、尊い人命の救助のお手伝いができれ

ば訓練に日夜勤しむ、人、犬はもとより、 J

K Cとしても本望である。

写真4 1999年9月 台湾大地震 ：現地で救助開始前

のJK Cのメ ンバーたち

写真5 家畜改良センター内に設置予定の

JKC災害救助犬訓練場 （イメージ）
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北海道

北海道で開発された
新しい畜産技術

30 

川崎勉（かわさき っとむ）
北海道立畜産試験場家畜生産部

グラビアB頁

l .はじめに

このほど、北海道内の農業試験研究機関：i

新たに開発した技術成果を検討するため、，

海道農業試験会議（成績会議）が札附時

催され、畜産関連では25の成果が普及期t

普及推進に採択された。ここでは特に関，ト

あると思われる 4つの成果について取1)1,i

て紹介したい。

2.自動晴乳装置を用いた子制
群鴫育管理技術

自動晴乳装置は晴育管理の省力化を目的：

して普及が進んでおり、道内では平成12年

月現在で約71牧場、 128台が導入されてい4

(Hl3. 3 畜産技術協会調査資料）。しかJ

従来のカーフハッチによる個別管理と恥

子牛を群で管理することによる発育報併

生に及ぼす影響は十分解明されていないて

こで、道立畜産試験場では道内の多数時4

調査と現地試験を実施した。その結果、 §t

晴乳装置を用いた群哨育では、導入方式1:;

って管理方法が異なり晴乳量および晴育僻

も異なること、素牛生産農家で見られたJ

導入・離乳方式では外部から子牛を導入t:

ため代用乳への薬剤投与やワクチン接種主

の疾病対策が重要であるが、酪農家での幅l

導入・離乳方式では自家産子牛を対象i:l~
いるため疾病発生は少ないこと、ヵー711

チ方式に比べて離乳後の発育が良好で管理f

業に要する時間は約20頭の子牛で平均帥

日と大幅な省力化が可能であること、なt"

動日甫乳装置を用いた群H甫育方式の利用実炉

明らかにした。また、これらの成績を基1J

入方式別に群晴育プログラムを策定した

畜産技術 2002年 jij~



j，受精卵の遺伝子解析による牛
の遺伝性疾患診断法の開発

黒毛和種では優良な種雄牛が遺伝性疾患を

保因している場合も多い。しかし、これらを

繁殖に供用した場合でも、受精卵の段階で遺

伝性疾患の保因の有無が診断できれば、保因

しない受精卵だけを選別し移植することで正

常な子牛のみを生産することが可能となる。

そこで、道立畜産試験場では遺伝子解析によ

り受精卵段階で牛の遺伝性疾患を診断できる

手法を検討した。その結果、牛受精卵から細

砲を採取する方法として、少数の細胞を損傷

が少なく採取できるマイクロピペットを用い

た吸引法を開発した。また、少数の細胞から

DNAを抽出するには酵素法が適しているこ

l、細胞l個分に相当するDN Aを用いるこ

とで遺伝性疾患の診断が可能で、あること、を

示 L t~ o この方法で、遺伝’性疾患の一つで、ある

バンド3欠損症の診断および性判別を同時に

引方法を開発した（特許出願中）。

本技術は他の遺伝’性疾患への応用はもとよ

k新たな技術との融合、応用も期待される
附である。

十簡易糞尿堆積場の造成法

「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の

促進に関する法律J（以下「家畜排せつ物法J)
により、ふん尿の野積みと素掘り貯留が禁止

相、平成16年度まで、に経営規模に見合った

適切な施設を整備することとなった。そこで

駐陶｜｜農業試験場と道立畜産試験場は共同

：、市販の安価な資材を用いた簡易ふん尿堆

i場を造成してふん尿堆積試験を実施し、得
：れた知見を基に農家が自力で施工可能な簡

時ふん尿！It積場の造成方法を明らかにした。

簡易相責場は、整地面の上に防水シートを敷

き排汁回収用パイプを設置し、床土を入れて

締め固めた構造で、この上にふん尿を堆積し

てシートを掛けて利用する。堆積場内で作業

する堆肥盤型、堆積場の脇からパックホーで

作業のできる堆肥列型が自家施工で造成でき

る。本堆積場は「家畜排せっ物法」の管理基

準に適合し、造成コストは1,100円～3,000円／

ばである。この技術は堆肥舎の保管施設およ

び圃場内のふん尿のストックヤードとして利

用できる。

5.新しいマメ科ガレガ「GaleJ

ガレガ「Ga 1 e」は1988年にエストニアで

育成され、ホクレン農業協同組合が導入した

新しいマメ科品種である。北海道農業研究セ

ンター、道立農畜試4場所およびホクレンが

連携して、北海道における適応性および栽

培 ・利用特性を評価した。本品種は既往のマ

メ科牧草にない特徴を持った新しい牧草であ

る。地下茎により増殖するためアルフアルフ

ァ、アカクローパより越冬性、永続性に優れ

る。アルフアルファに比ベチモシーとの混播

適性に優れ、倒伏が少なく、病害の発生はほ

とんどない。生育に伴う品質の低下が少ない。

初期生育と再生性は緩慢であり播種後3ヵ年

の収量性はアルフアルファ より劣る。なお、

紫色の花を付けることから、草地の景観を向

上させる効果も期待できる。普及対象地域は

北海道一円。ただし、気象条件の比較的良好

な地域からチモシーとの混播で普及を図る。
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文献美情報

栄養が内分泌のパラメーター、卵巣の生理および卵子と

笹の発育に及ぼす影響（総説）
Effect of nutrition on endocrine parameters. ovarian physiology, 

and oocyte and embryo development 

牛乳の生産を増加させるために

遺伝的な選抜淘汰が行われた結果、

泌乳量が顕著に増加した一方で、

高泌乳牛の繁殖成績は過去50年以

上にわたり低下してきた。

繁殖成績低下の理由の一つに、

高泌乳を得るためにエネルギーお

よびタンパク質要求量が増加した

ので、それに合わせて、栄養の摂

取も変化させたことにある。乳牛

において飼料中のタンパク質の過

剰は血築中の尿素濃度を上昇させ、

繁殖性を低下させる。また、妊娠

中のウシやめん羊では循環系の尿

素過多は過大仔が産まれる可能性

を増大させる。結局、タンパク賀

県取とエネルギー摂取のバランス

が重要となるが、この点について

はさらに研究が必要である。

めん羊では過剰なエネルギー摂

取がプロジ、エステロン濃度の顕著

な減少をもたらすが、ウシではそ

の影響は明らかではない。反努動

物では、栄養については急激な変

化でなければその性腺刺激ホルモ

ン濃度に及ぼす影響は小さいと考

えられる。このことは、非常に短
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M.P.Boland. P.Lonergan, D. O’Callaghan 
Theriogenology. 55. 1323-1340 (2001) 

期間の栄養の変化が性腺刺激ホル

モン分泌を変動させる豚や室長実質

の場合と対照的である しかし、

エネルギー摂取量を減少させたウ

シは、高栄養のウシに比べて主席

卵胞が少なく、 3WAVEの周期

を示すものが多い。

栄養が繁殖成績に影響する主要

な分野の一つに、目玉生産の水準が

あげられる。めん羊では飼料給与

量の増加により、ボディコンデイ

ションを上昇させると、排卵率が

向上することが占くから知られて

いた。一方で過剰なエネルギー鎮

取が過剰排卵処理反応、を低下させ、

！距生産を減少させるとともに、発

生過程にある座の遺伝子構造の発

現を変えることも、いくつかの研

究が示している。この影響の機序

は明らかではないが、卵子の品質

が低下することが示唆されている。

実際、最近の研究結果によると、

交配時期の栄養の変化が育成牛の

妊娠成立に有害な影響を及ぼすこ

とが示されている。このように栄

養水準は、 一定の条件下で卵胞発

育や生産される卵子・目玉の品質を

変化させるが、その効果1m

はっきりした結論を導き出r:

は困難である

最近、繁殖に影響するR~；－

カーとしてレプチン （防払．

it生するペプチド） が注目 ~ ：：’

いる。レプチンは摂食針誌

で間接的に繁殖性に影響H：~

だけではなく、ニューロ／iー

して性腺刺激ホルモン州i：”一

作用しているとみられる

生体を対象とした研究：l~

御が困難であることから1

vitroiこおいて膝発生に＆：：1・

養因子を研究すること日本’

る。いずれにせよ、栄華ハ7;

は点泌乳牛において特に訴＇.

り、遺伝的選抜によって作

った生産水準を保ちつつ、が

能な水準の繁殖性を両立μ

めの飼養管理戦略を改善to:

う課題は、今なおF主さj1.

（家畜改良セン9-ll' 

奥地L

畜産技術盟国2年5！ ~ 
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生物の体を構成する細胞には、生殖細胞と

体細胞の2つの細胞系列がある。生殖細胞は

併存続、体細胞は個体の形成・維持という

役割をもっている。始原生殖細胞は生殖系列

制服の最も初期の細胞であり、その形成機構

Ii動物種により異なっている。

マウスでは始原生殖細胞は誘導によって決

定されると考えられている。始原生殖細胞の

院は、原腸陥入が起きる時期になされると

考えられているが、そのためにはエピブラス

ト上端部に存在することが必須で、ある。胎齢

制になると、始原生殖細胞は脹体外組織

である卵黄嚢において大型で、アルカリフォス

77ターゼ陽性細胞として認められるように

なる内その後は後腸上皮、腸間膜を経由して

粉化生殖巣で、ある生殖隆起に到達する。

方、ニワトリでは、生殖系列特異的に発現す

る＼＇asa遺伝子の発現解析から、生殖系列は

卵子に存在する生殖質（germplasm) とよ

ばれる因子によって決定され、これを取り込

町細胞のみが生殖系列細胞に分化すること

ni明らかになってきた。未受精卵子の一部に

l±¥'asa陽性構造体が観察されるが、放卵直

佐のステージXではVasa陽’性細胞は始原生

殖細砲とよばれるようになり、匪盤葉の明域

中心部に集中して認められるようになる。そ

の後始原生殖細胞は脹盤葉下層に移動し、さ

らに臨の前方の生殖三日月環とよばれる部域

l；移動した後、血流を介して生殖隆起に到達

する。生殖隆起に到達した始原生殖細胞は、

確においては精原細胞、精母細胞、精子細胞、

精子、雌においては卵原細胞、卵母細胞、卵

子へとそれぞれ分化していく。

血液より採取したニワトリ始原生殖細胞を

別種のニワトリ初期医血液中に移植すること

により、生殖細胞のみがキメラとなった生殖

系列キメラニワトリを作出することができる。

この生殖系列キメラニワトリからは、移植し

た始原生殖細胞由来の後代が効率的に作出さ

れることから、ニワトリ個体への外来遺伝子

の導入や遺伝資源の保存法の開発に応用され

ている。

マウス始原生殖細胞を、フィーダー細胞上

でLIF、bFGF、SCFの存在下で培養すると、

ES細胞（匹性幹細胞）様のコロニーが形成さ

れる。これはEG細胞とよばれ、佐盤胞へ注入

することによりキメラマウスを作出すること

ができ、体細胞および生殖細胞へ分化するこ

とが確認されている。すなわち、EG細胞は始

原生殖細胞が脱分化したものと考えられるが、

ES細胞とは性質が異なっており両者の相違

に興味が持たれている。ニワトリにおいても

EG細胞の作出が報告されている。解卵 5日

日の初期距生殖巣から始原生殖細胞を採取し、

フィーダー細胞上で細胞増殖因子とともに培

養することによりEG細胞が作出される。ニ

ワトリのEG細胞はコロニーが丸いという特

徴をもっている。このEG細胞を放卵直後のニ

ワトリ受精卵へ注入することによりキメラニ

ワトリを作出することができる。この場合体

細胞への分化は確認できたが、生殖細胞への

分化は確認されていない。 （関連記事6頁）
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匪園

ラオスの畜産

ラオスの農業従事者は450万人 年間の牛乳生産量は40万リット の向上を目標としているu

で全人口の95%を占め、多様な農 ルである。国民1人1年当たり食 政府は国民に広〈豚、語、？

畜産業を営んでいる。ラオスでは 肉（鶏肉および鶏卵を含む）は15 ル、魚の飼養を奨励してい』

農業と畜産が一体化している。j魚 kgであり、近隣諸国に比べ少ない。 代的な畜産を推進するため、 ~·

業も畜産業の概念に含まれる。水 畜産による収入は農家の現金収 に適応する改良品種の開発計

牛は牽引、移動、耕作および蓄財 入の半分以上を占める。畜産振興 も力を入れ始めている＇L:. 

として利用されている。 が農業政策の最大の柱となってい 経験不足のため飼養技怖がが’

ラオスの畜産物生産の9割以上 る。増加している国内外の畜産需 ある 。 このため諸外国から~，.：

は在来の家畜品種によるものであ 要を満たすように牛肉、豚肉、鶏 技術を導入するように桝匂

る。豚では140万頭のうち外来改 肉、鶏卵、魚の自給率を向上させ さらに農家経営や流通シJ,f,. 

良品種の種豚は1,500頭である。 ながら、優れた持続的な畜産を導 改善する必要があり、先進00.1;

飼養家畜のなかで鶏はほぼ順調 入することにより環境を保全する 援を強く期待している。

に増加 している。1.300万羽のう ことを目指している。こうして、 （家畜改良センター 海外協hi

ち外来改良品種のブロイラーは 農村地域における雇用創出、小規
古賀 ~；

120万羽、採卵鶏は30万羽である。 模農家の収入増加および生活水準

表 ラオスの家畜飼養頭羽数 （千頭 ・羽）

年 水牛 牛 豚 山羊・羊 鶏

1980 853 534 1,111 49 4,621 

1985 1,072 774 1,190 82 6,471 

1990 1,072 1,042 1,372 139 7,885 

1991 1,104 1,104 1,433 155 8,361 

1992 1,131 1,236 1,561 104 8,906 

1993 1,134 1,260 1,625 128 10,091 

1994 1,168 1,336 1,673 142 10,697 

1995 1,191 1,146 1,724 153 11,338 

1996 1,215 1,227 1,763 120 11,549 

1997 1,346 1,292 1,523 130 12,325 

1998 1,142 1,127 1,510 122 12,356 

1999 1,008 1,080 1,320 112 12,353 

2000 1,028 1,145 1,399 121 13,094 

ラオス農林省資料より

34 



ト全国

平成13年の搾乳牛通年換算 1頭

当たりの生産費（副産物価額差引）

:t，対前年比11%減の58万4,390

円となった。

また、支払利子、支払地代（自

己資本利子、自作地地代を含む）

を加えた全算入生産費は、1.0%

減の62万7,754円となった。なお、

開JOOkg当たり全~入生産費は、

犯協減の7,280円となった。

権乳牛l頭当たり生産費を主用

費目別にみると、

I)物財費は、1.1%増の44万1.626

円となった。これは、主に飼料貸

Eヨl=[tJl雷語圏

平成13年生乳生産費
調査結果について

が増加したことによる。

2）労働費は、 0.3%減の19万6.556

円となった。これは、労働時間が

減少したことによる。

搾乳牛 l頭当たり所得は、

4.1%増の24万226円となった。

1頭当たり実搾乳量は、 1.2%

増の7,692円となった。

2.北海道

平成13年の搾乳牛通年換算1頭

当たりの生産費は、対前年比

1.3%減の49万8,718円となった。

また、全n入生産 ~1.( は、 1.3%減

の55万6.789円となった。なお、

生乳lOOkg三1iたり全算入生産費は、

2.6%減の6,556円となった。

搾乳牛1頭当たり生産費を主要

費口別にみると、

1）物財費は、 1.9%塔fの39万7,098

円となった。これは、主に飼料費

が増加したことによる。

2）労働資は、 0.9%増の16万6,056

円となった。

搾乳牛 1頭当たり所得は、

4.0%増の21万6,260円となった。

1頭当たり実搾乳量は、 0.4%

憎の7,460kgとなった。

生現100kg当たり生産費 （乳脂肪分3.5%換算乳量） （単位 ：円）

物 Rオ 費
生産費 全算入E骨

飼 車ヰ 費 乳牛 労働費
（副産物価額差引） 生産費

流通飼料費 牧草・放牧・採草費 償却費

5,122 2,993 2,295 698 862 2,278 6,776 7,280 

5,162 3,015 2,320 695 922 2,330 6,981 7,492 

4,674 2,628 1,491 1,137 865 1,957 5,872 6,556 

4,649 2,616 1,500 1,116 921 1,964 6,030 6,732 

揮翌年換算1頭当たり労働時間など

E骨 ｜ 労働時間（ h r ) 

～計！ 「王扇面｜ 問媛労働

全国 13年 118.18 107.57 10.61 
12年 H
二工」_119.23 108.51 10.72 

偽造 13年 五0.50 89.18 11.32 

：：：－－.！笠 100.53 伺 i;n 11 n'l 

開農林水産省 「平成13年牛乳生命 （全国 ・ゅよ速報）」
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’E置困
会員だより

~ー＝＝ヨ一ー」昌明

香川県畜産技術連盟

0社団法人香川県畜産協会の発足

多島美を誇る瀬戸内海や緑豊かな山並みに

恵まれた自然環境と温暖な気候、長い歴史に

培われた文化的な風土など、本県固有の自然

条件と歴史の中で、作物は豊かに実り、人は

皆穏やかで情に厚く、優れた特色を持つ私達

の香川県に、 21世紀の新しい畜産を進める上

で大きな力となるであろう（社）香川県畜産協

会が、会員の皆様をはじめ、沢山の方々のご

協力とご理解ご尽力により、ここに、畜産関

係 5団体が参加し発足することができました。

昭和36年農業基本法施行以降の畜産の発展

に伴い、生産から流通、衛生などの広範な分

野にわたって行政の補完組織としての各種団

体が設立をされ、今日まで各々の団体は設立

の趣旨に沿って事業を展開し、それぞれ本県

畜産の振興と発展に大きな役割を果たして参

りました。

しかし、 WTO体制の新しい国際環境のも

とで、本県農畜産業を将来にわたって維持、

発展させていくため、県において、平成11年

度から 5ヵ年計画で実施する、芥川県行政改

革大綱に従って農林水産部関係では出先機関

や畜産関係団体を含む外郭団体について組織

の見直しなどにより指導の強化が図られるこ

ととなりました。

また、 JAグループは、香川県農業協同組

合45周年記念大会において、県単一JA構想、

を遅くとも2000年までに実施する特別決議を

行い、県下43のJA (42市町）が参加した香

川県農業協同組合を、記念すべき西暦2000年

4月1日に発足させました。

上記のようなことから、生産者、関係機関、

36 

同体の相互理解を得ながら、畜産団体を融

整備し、情報の共有化、多面的な分析的

通じ、効率的で高度なサービスが提供で~~

総合的で一元的な指導支援体制を構築材；

とが求められるようになりました。

このことから、県の指導の下、関係団体：

の協議を重ね、平成13年 5刀、香川県瀧仏

体再編基本方針をとりまとめ、再編団体侭

事会、総会で承認をいただきましたoこ11::

伴い、 （社）香川県畜産会、（社）香川県富世

価格安定基金協会、 （社）香川県家畜音産物F

生指導協会、 （社）香川県牛乳検査協会、昔

県牛乳普及協会の 5団体は、（社）香川県都

会を存続団体として、残る 4団体は平成14l

3月31日をもって解散し、 21世紀の香川県l

産の健全な発展を担う団体として、平成jj.E

4月1日に、名称も新たに（社）香川県富副

会として発足いたしました。

協会の組織体制については、会長、目l封

専務理事など22名、監事3名、そして、手

局は、企画管理部、経営支援部、価格抗

家畜衛生部、牛乳検査部の5部制とし 願

20名で発足当初は、 一部を除き統合前の軒

体制で業務を実施しています。

なお、畜産協会の会員数は54会員、倒；

県（1）、市町（39）、農業団体（7）のほか制

畜産関係団体（7）となっています。

事務所は、高松市に置く本部の下に、 制

畜産相談窓口として 2支所を置き、身近世

談の場としての機能を持たせ、気軽に出入

していただくように配慮していますo 品

この新たなる（ネ土）香川県畜産1品会は

の変化に迅速かつ的確に対応、で、きる組織t''. 

て、統合のメリツトを最大限に生かすとH1:

地域に密着した畜産振興の拠点として、リイ

ーシツプを発揮するものと大きな期待~1~：
だいております。（（日香川県畜産協会ド
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社団法人全国肉用牛協会

ト設立の経緯

社団法人全国肉用午協会が設立されたのは

昭和43年です。任意同体であった全国和牛協

会を母体として発足したものですが、その背

景には長い歴史の流れがあります。

昭和2年に和牛の改良を進めるために中国

｜ 地方の各県の手ri~－：関係者によって中同和牛研
究会がもたれました。これが団体として常設

的に設立されたのは昭和8年です。戦後、 22

年に中国和牛協会として再出発するまでの問、

和午の改良増殖に大きな役割を果たしてきま

した3この中国和牛協会が全国和牛協会に発

展的に改組されたのは昭和38年です。困難な

相午問題を全国的観点に立って対処すること

になったのです。

中国和牛協会の設立当時は事務所が島根県

大田市に所在する農林省畜産試験場中国支場

当時）内にありましたが、昭和38年に京都

市にある社団法人全同和牛登録協会内に移さ

れましたoしかしながら、その後の農業情勢

町変動は著しく、その中で和牛問題は中央で

の活動にまたねばならないことが多くなりま

したので、昭和42年に事務所を東京に移転し

zしたoまた、和牛を主体として他の肉用品

種をも含めた肉用午団体としての活動が強く

要請されるようになりましたので、 こうした

情勢に対処するため、社団法人として全国肉

F協会の創立を見るにいたりましたO
L設立の目的

本会は我が困の肉用牛生産の振興および肉

恥経営の進展を図り、畜産の発展と国民食

拘の改善向上に寄与する目的をもって設立

されました。この目的を達成するために、 ①

肉用牛の振興に関する事業、 ②肉用牛経営の

進展を目的とする調査研究ならびに啓発、宣

伝、 ③肉用牛に関する印刷物の発刊、 ④その

他本会の目的達成に必要な事項などについて

事業を行うこととしています。

3.平成13年度に実施した主な事業

1 ）肉用牛振興推進活動として、各種施策に

ついて要請活動を行いました。

2 ）組織的連携ならびに情報活動として、各

種情報の伝達に努めるとともに、機関誌「日

本の肉牛」を発刊しました。

3) BS Eの発生に伴い、関連情報の速やか

な提供に努めるとともに、 Bs E関連対策に
ついて要請活動を行いました。また、関係団

体と連携して広報活動を行いました。

4）農畜産業振興事業問の指定助成対象事業

として肉用牛生産基盤安定化支援対策事業な

どを実施しました。

5 ）地方競馬全国協会補助事業として肉用牛

生産消費活動促進事業を実施しました。

4.おわりに

BS Eの発生によって牛肉の消費が大きく

減退し、牛肉の生産流通消費にわたり未曾有

の影響を受けていますが、この危機を克服し、

肉用牛生産を推進するため、お互いに頑張り

たいと思います。皆様のご指導ご鞭撞をお願

い申し上げます。

（事務局長遠藤幸男）
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「情報J雑感
、、

Age factor による偏りがあるかもしれな

いが、小生の周りには「携帯電話は職場か

らも家庭からも管理されているようで持た

ない」という人が意外と多い。このような

中、不本意ながら携帯電話を持つ生活とな

し、それを利用する側には情報の質を見極

める力を養うことを期待したい。

最近、質の悪い情報どころか「嘘の情報」

による事件が食肉流通の世界で相次いでい

る。まったく許し難い。消費者が唯－llJ

ってしばらくがたつ。電話機なのだから当 にしていた小さなラベルの中の情報の信頼

たり前であるが、耳から聞こえる音声に頼 性をうち砕いた罪は重い。信じられる情報

ったアナログ的な利用がもっぱらである。 がなければ我々は行動できないのだ、から3

しかし、デジタル機器である今の携帯電話 情報は、提供する側にも、受け取る怖

は情報端末としての機能が付加されている も、そして社会全体にも益を生み出さなけ

（らしい）。美味い焼き肉が食べたくなった

とき、ピッ、ポッ、パッと携帯電話を操作

すると焼肉屋さん情報が手に入る。いま、

私たちは、氾濫する情報の中を泳いでいる

といっても過言ではない。一方、「必要な

ときに正確な情報がない」という言葉をよ

く耳にする。 BSE問題でのパニックもそう

した一因があることを否めない。

私たちの日常は、「判断し行動する」の

連続であり、その判断を下すための知識、

すなわち情報を絶えず必要としている。当

たり前のことだが、私たちの判断、行動は、

その判断の基となる情報の質によって大き

く左右される。良質の情報からは良質の判

断が期待できるが、断片的であったり、暖

昧であったり、正確性を欠くような質の悪

れば、質の高い情報が常時流通するシステ

ムは維持できない。衛生問題がよい例であ

る。病気の発生情報が農家に必要以上の不

利益をもたらすことは問題である。［病気

発生」→「不安Jではなく、「病気発生d

→「衛生対策J→「安心Jという判断の積

み重ねを可能とする情報の的確な提供と流

通が不可欠である。

一昔前までは畜産技術者は生産現場に顔

を向けていれば事足りた。しかし今は、生

産現場と消費者をつなぐ役割が期待されて

いる。例えば「安全・安心Jがキーワイ

であれば、生産者には「安全な畜産物H

作るためのニーズにあった技術情報を届It、

消費者には生産現場の衛生対策や「安全J

のコストなどの情報を伝えることで相互の

い情報からは質の悪い判断しか生まれない。 信頼関係が醸成されるのではないか。

ゆえに、情報を生成、発信する側にはいつ 生産者と消費者をつなぐ情報の仲人付

も良質で正確な情報を提供することを期待 要と思う。 （ペーパードライY
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C千葉県Bs E・牛部屋物語

］.歴史のはじまり

［ローヤル クロスデイロン」と名づけら

れたこの牛・平成13年8月6日に 「牛舎内で

の滑り事故による外傷性起立不能j、「敗血症

による全部廃棄」という診断により、 千葉県

？生産を閉じた。この 1頭のホルスタイン

白離牛.5歳・北海道産が、「日本のBs 
E発生第l号Jとして畜産史に名を残すこと
tなってしまった。

日本中を騒がせたこの事件は、サーベイラ

ンス検査の過程で、千葉県職員が「脳の空胞j

l：疑問を持ったことから始まった。後に、検

査担当職員は新聞社の取材に答えて、「あの

械がBs Eの所見だ、ったのか、あの空胞が
ー！ と自らも驚いている。

1. I宇部屋」のスタート

1月25日・堂本知事による「千葉県牛海綿

糊症防疫対策本部Jの看板設置が実質上の
け」トとなった。このBs E対策本部事務
局Ii知事の命名により、通称「牛部屋Jと呼
ばれることとなった。

対東本部は、事務局長に副知事、事務局次

~I；農林水産部次長と健康福祉部技監の 2 名、
担当聴員は5部11課から集められた17名、総

勢町名体制の船出となった。

l織広報班：畜産課・同体指導課・農林水

町策課一般廃棄物課 農地課の 5名o

j版指導班：畜産課 5名。
1賞品安全対策班：健康増進課・衛生指導

ι食肉衛生検査所の4名。

合

④流通指導班：農林振興課・学校保健課・経

営支援謀の3名。

本部発足からは、何時解散になるのか先の

読めないエンドレスワークのため、職員公舎

も準備された。

3.職員の涙・涙

電話相談・説明会となると、その相談内容

も多種で、涙と恐怖である。

①責任者を出せ、知事を出せ。

②公務員は皆焼肉を食って狂牛病で死ね。

③外国の情報ではなく日本の情報で説明せよ。

④初歩的な質問も回答が難しく、泣かされる。

⑤肉骨粉を給与した畜産農家からの心配そう

な良剣な質問も回答が脅しい。

職員においては、大混乱の中で、不眠・不

休の毎日が当分続いた。

①何日振りで帰宅しようとして夜中にマイカ

ーを走らせたところ、自宅直前で携帯電話の

ベルが鳴り、そのまま職場へ戻った者。

②1週間分の洗濯物を抱えて、自宅に急ぐ途

中、田舎の交差点で一時停止を忘れ、警戒中

のパトカーに反則キップを切られた者。

③最終電車でいざ帰宅、目が覚めたら終着駅、

そのまま始発電車で直出勤した者。

4.人の情け

苦しい・笑えない実話の中で、牛部屋に一

束の花を届けてくださった本部長の堂本知事、

先輩・同僚の諸氏からの差し入れは何よりも

の励ましとなった。

また、発生農家は職員以上に苦しみ悩んだ

被害者であり、 一時は再建が危ぶまれたが酪

農家仲間から励まされ、助けられ再建を果た
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した。後の取材で「働けることはいいなーJ

「子供達（牛）の世話をできることは嬉しい

なー」と実感ある言葉が頭に焼きついて離れ

ない。

5.再認識

これらの経過の中で再認識させられ考えさ

せられたことは、

①動衛研で陰性と確定診断された後であった

のに真面目に病理組織検査を実施し見逃さな

かった県職員の姿勢、単純な平常業務の重要

性が再確認されたと思う。

。

｜徳島県｜

0徳島県の畜産試験研究体制

徳島県は、新たな行政課題や高度化多様化

するニーズに迅速かつ柔軟に対応するため、

平成13年4月1日より、農林水産関係の 6試

験研究機関を統合し徳島県立農林水産総合技

術センターを設置しました。また、内部組織

農林水産総合技術センタ一女

研究企画室
農業研究所
果樹研究所
畜産研究所女

森林林業研究所
水産研究所

。

②診断の確定までに要した時間の経過、 ,if

のようなFA X送付の受理の問題など公開

の危機管理意識がこれほど問われたこと日

えさせられる。

③原因として輸入肉骨粉が問題視されていi

が、それで、も輸入飼料などに頼らなければ：

らない千葉県の畜産ということに、複雑問

えがよぎる。

（千葉県牛海綿状脳症防疫対策本部防在指導E

〔畜産課企画調整班〕山榊ー

。

として研究企画室を設けるとともに従来的

制を廃止し、より機能的な担当制としまじ

畜産に関する試験研究を実施してきた韓併

畜産試験場と徳島県肉畜試験場は、研究の郁

化と体制強化のため、畜産研究所として統合J

ました。今後は各研究所と連携しながら研究目

重点化、迅速な実用化をさらに進めます。

総務担当
情報経営担当
撃し肉用牛担当 （乳周牛）

養豚養鶏担当 （養鶏）
飼料環境担当

（肉畜分場）
総務担当
事L肉用牛担当 （肉用牛）
養豚養鶏担当 （養豚）

安徳島県立農林水産総合技術センター （e-mail nourinsuisansen ta@pref.tokushima.jp) 

住 所．〒770・8570徳島市万代町 ir日1番地 TEL088 621-2455, FAX 088-621-2854 
安畜産研究所 （email tikuken@pref.tokushima.jp) 

本 所：干771-1310徳島県板野郡上板町泉谷7・砂コウ1－／＆地 TEL088 694-2023, FAX 088 694・6211

肉苔分場。 〒774-0047徳島県阿南市下大野町渡り上り7123 TEL 0884・22-2938,FAX 0お4-23-4180

（徳島県立農林水産総合技術センター
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l協会だより

第36回優秀畜産技術者表彰の受賞者決定
伊藤米人 （東京都畜産試験場課長補佐 兼主任研究員）

豚の繁殖に関する研究、特に北京黒豚の繁殖性能の解明、精子の形態異常の
発生機構の解明

今枝紀明 （岐阜県膏産研究所 養豚研究部 主任専門研究員）
ブロイラーにおける突然死症候群の発生機序の解明、大ヨークシャ一種系統
豚の育成とその飼養管理技術の開発

古浦川修司 （三重県科学技術振興センター 畜産研究部 主任研究員）
飼料イネの栽培技術及び収穫調整技術の向上、飼料イネホールクロ ップサイ
レージの品質評価法の開発

古岡 章生 （兵庫県立中央農業技術センター畜産試験場 家畜部 主任研究員）
肉用牛の飼養技術の向上、特に脂肪壊死症の予防・治療法、肥育牛に対する
ビタミンA給与水準の明確化と給与指針の作成

古賀康弘 （福岡県農業総合試験場畜産研究所 専門研究員）
フリーストール方式酪農について研究、本方式存立条件の解明、飼養管理技
術の向上、ミルキングパーラー内での牛の管理方式

揮 則之 （徳島県立農林水産総合技術センター畜産研究所養豚養鶏担当
専門研究員兼科長）
主として行政の立場から、特産鶏「阿波尾鶏jの飼養管理マニュアルの作成、
流通・販売体制の確立などを通してブランド化を推進

高橋圭二 （北海道立根釧農業試験場研究部 主任研究員兼酪農施設科長）
フリーストール方式乳牛舎の換気方式及び牛床構造の快適性等の牛舎構造、
搾乳施設における作業能率の向上、排植物の処理施設の開発と管理方法

新出昭吾 （広島県立畜産技術センター 飼養技術部副主任研究員）
高泌乳牛の乳タンパク質率と、暑熱ストレス、飼料組成、飼料給与方式の関
係を研究し、乳タンパク質率向上に寄与

村正直 （沖縄県北部家畜保健衛生所防疫衛生課主任技師）
細菌性疾病の分子遺伝学的診断手法の改良、ズーノーシスの調査研究と啓蒙
活動、亜熱帯地域特有の細菌性動物疾病の調査研究

山本あや （独立行政法人家畜改良センター兵庫牧場 連絡調整役）
鶏肉の官能検査手法及び鶏の腹腔内脂肪量の推定手法の開発、鶏の抗病性遺
伝子の研究

if）＊印は特別賞受賞者

自36回優秀畜産技術者表彰式

第36回優秀畜産技術者表「では 干戊14年 5月27日（月） (15 : 40～18 : 30）に全国家電会館
i時前において開催いた〈ます；
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協会だより
圃圃圃圃

研究開発第1部

0事業名：畜産環境保全技術開

発推進体制整備事業(JRL畜

産振興事業）

会議r，：平成14年度畜産環境
保全推進検討事業検討委員会

日時：平成14年4月1日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：井出慎司（滋賀県立

大学）、海老瀬潜ー（摂南大

学）、倉田売（人間環境大学）、

田中康男（畜産草地研究所）、

増島博（東京農業大学）、青

井誠一郎（農林水産符）、小

谷博哉・山田実・字山千春

（国際湖沼環境委員会）

内符：平成13年度事業報行を

承認し、平成14・15年度事業

と総指報告占の作成につい

て検討を行い、さらに、第3

期全体計画の改訂・平成14・

15年度事業の実施計岡およ

び事業の委託について検討

し承認された。

0事業名 肉用牛遺伝資源活用
体制整備事業・家畜用CTス

キャン技術改良及び飼主主管

理手法開発事業

会議名：平成13年度「第2国家

畜生体情報技術検討委員会J

日時：平成14年3月22日

場所：お茶の水「東京ガーデ

ンパレスJ
出席者：浅利昌男（麻布大学）、

田浦保穂（山口大学）、中井

博康（農林水産技術情報協

会）、西村亮平（東京大学）、

新山正隆（家畜改良センタ

ー）松JI！正 （畜産技術協会）、

石橋朋子・青井誠一郎（農

林水産省）、藤田和久 ・撫年

浩（家畜改良センター）、藤
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井正司・占田雅也（東芝IT

コントロールシステム）

内容・ 1平成13年度事業実施

状況、 2平成13年度調査結果

および3平成14年度調査試

験計画について検討した

0事業名：；家畜個体識別システ

ム研究開発事業（家畜改良

事業I寸｜受託）：｛肉体識別シス

テム高度化のための新技術

の研究委託事業

会議名：平成13年度「第 2r口l

新技術活用方向研究委只会」

日時：、F成14年3月19日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：伊藤稔（畜産環境技

術研究所）、岡野毅（日本自

動認識システム協会）、高瀬

久男（家畜改良センター）、

竹下潔（北海道農業研究セ

ンター）、中村雄有（富上平

工業）、山中守（熊本大学）、

育武則（農林水産省）、板iffi

完（家畜改良事業団）、松本

彰一（神津牧場）

内容： 1家畜個体識別をめぐ

る最近の動向、 2神津牧場

における電f耳襟による家

畜個体識別実証試験（平成

13年度）、および3事業報告

書作成（平成 9～13年度）

について4食討した。

0事業名：クローン技術情報の

収集・分析・評価、剥査、

情報提供等J事業（畜産新技

術開発活用促進す1業）

会議名 ：平成13年度「第 2~，， 

調査検討委員会」

日時：平成14年3月18日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：伊藤義彦（畜産生物

科学安全研究所）、江指隆年

（聖徳大学）、大木美智？

（消費科学連合会）、高信3

也 （畜産草地研究所）、 ~t·

·~ （畜産技術協会）、世a~

也（農林水産技術会議＇~

武朗・’fi'原ゆりこ 11m

産省）、競藤則夫（家訓1

センター）

内容： 1クローン牛をめね

状況、 2クローンヰ利用f

急調査事業および音肘5

術普及推進事業の千店！Ji

度実施状況、 1クロー〉？

の繁殖・発育性（相似性1 •

査および4クローン榊1・

関する情報収集について特

討した

以
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者：藤田｜場停、緒方宗雄 発、種々のドナーへの計画 備機構）、関哲夫（静岡県中

内容：東南アジアにおける畜 提案などが行われた。 小家畜試験場）、梶原浩昭

産分野の研究開発システム （長崎県畜産試験場）、筒井

戦略樹立に係るワークショ 0・F業名：｜主l際防疫及び畜産技 信弘 （畜産技術協会）、青井

ップ ILRI、FAO、CIAT 術協）J推進事業 誠一郎（農林水産省）

および地域各阿パートナー 会議名：畜産環境部門現地調 内科平成14年 1月21日～ 2

による畜産開発のための研 査（ミャンマー）対同報告会 月1日にミャンマーで1Tっ
究の全体的なレビュー、地 II 時：平成14年1月8日 た現地調査の帰国報告会を

域での畜産研究開発に係る 場所： ：畜産技術協会会議室 日目｛佳した。

慨念の確認、研究戦略の｜凋 出席者：占谷修 （畜産環境整

。 。 。

海外派遣者の募集について

当協会では、同際的視野をもった帝産技術者の養成に資するため、畜産技術者等交流推進事業を実

施しておりますが、下記により平成14年度において、海外派遣の希望者（若干名）を募集いたします。

＝←1 
6じ

｜ 派遣対象者

派遣先国関係機関等との連絡、調整ができ、かっ、原則的に35，｛以下の苫であって、次のいずれ
かに該当する祈

1）都道府県に勤務する畜産に関する技術職員

2）協会会只 （賛助会貝を含む）に勤務する畜産技術者
1対象とする内容

1）技術研修の受講

2）特定テーマに関する調査

( 3）発展途上国の技術者等に対する技術指導

4）招特等に基づく技術交流への参加
4派遣期間

i派遣期間は1カ月以内とする。
経費の負担

i派遣者に対し、協会の規程によりエコノミー クラスの往復航空賃、滞在費を支給する。

詳細については、当協会の海外技術交流部の稲継新太郎までご連絡ください。
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学会・研究会・シンポジウム等のお知5せ

0平成14年度日本豚病研究会総会および

第61回研究集会

日時：平成14年 5月31日 13時～17時

会場：筑波農林ホール（つくば市農林研究

団地内）

連絡先：動物衛生研究所内日本豚病研究会事

務局

TEL: 0298 38-77 45 

0第7回動物生命科学シンポジウム

日時：平成14年8月20日～21日

会場：九州大学大学院農学研究院・高原農

業実験実習場（大分県直入郡久住町）

連絡先：京都大学大学院農学研究科応用生物

科学専攻生体機構学研究室

TEL: 075-753-6324 FAX : 075-753-6345 

E-mail : manab巴＠jkans.j kans.kais. kyoto-

u.ac.jp 

0第95回（2002年度）日本繁殖生物学会

日時：平成14年 9月13日～15日

会場：岩手大学農学部（岩手県盛岡市）

連絡先：京都大学大学院農学研究科応用生物

科学専攻生体機構学研究室

TEL: 075-753-6324 FAX: 075-753-6345 

E-mail : manabe@jkans.jkans.kais.kyoto-

u.ac.jp 

0平成14年度九州地区三学会（日本産業動

物獣医学会・日本小動物獣医学会・日本獣

医公衆衛生学会）

日時：平成14年10月6日

会場 ：ハウステンボス ユトレヒト会議室

（佐世保市）

連絡先 ：（社）日本獣医師会内三学会事務局

TEL:03-3475-1601 FAX: 03-3475-1604 
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0平成14年度東京地区学会（日本小動備

医学会）

日 時：平成14年10月14日

会場：東京慈恵会医科大学（港区）

連絡先： （社）日本獣医師会内三学会事務局

TEL:03-3475-1601 FAX:03-347~1飢

O平成14年度東北地区三学会（日本産穀

物獣医学会・日本小動物獣医学会・日柑

医公衆衛生学会）

日時：平成14年10月18日

会場：ホテル東日本（盛岡市）

連絡先： （社）日本獣医師会内三学会事桝

TEL:03-3475-1601 FAX:03-3475-l似

O平成14年度近畿地区三学会（日本産数

物獣医学会・日本小動物獣医学会・日掛

医公衆衛生学会）

日時：平成14年10月20日

会場：大阪府立大学 （堺市）

連絡先：（社）日本獣医師会内三学会事諸島

TEL: 03-3475-1601 FAX: 03-34応酬

O平成14年度中園地区三学会（日本産掛

物獣医学会・日本小動物獣医学会・日掛

医公衆衛生学会）

日時 ：平成14年10月21～22日

会 場？：山口グランドホテル（古敷郡）

連絡先 ：（社）日本獣医師会内三学会事務局

TEL: 03-3475-1601 FAX: 03-3475-I似



BS E問題に関する調査検討委員会報告（要約）

平成14年4月2日

第i部 BS E問題にかかわるこれまでの行政対応の検証

: 1 英国におけるBs E発生を踏まえた対応（ 1 9 8 6～1 9 9 5年） ． 
英国でBs Eの発生が 19 8 6年に確認され、 88年に国際獣疫事務局（0IE）総会で
新疾病として発生報告。英国では、 88年に肉骨粉の反すう動物への使用禁止、 89年1
1月に脳、脊髄などの特定臓器の食用禁止措置、ついで90年9月に特定臓器を動物の飼

料に使用することも禁止。

EUとしての肉骨粉使用禁止措置が加盟国全体で実施されたのは94年。

9 2年にはOI Eの国際動物衛生規約にBs Eの章が設定。
このような国際的情勢の変化に対して、農林水産省は①Bs E発生国からの生きた牛の
輸入停止、②Bs E発生国から輸入する肉骨粉への加熱処理条件の義務づけなどを措置。
しかし、加熱処理条件の実態について、現地調査等積極的な対応がとられる必要があった。

:2 BS Eの人への伝達の可能性に関する英国政府諮問機関の発表、 EU委員会の：
；決定及びWHO専門家会議の勧告を踏まえた対応（ 199 6～1997年）
’・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・J

:(1) 1996年4月における、肉骨粉等の牛への給与に関する農林水産省の行政：
: 指導の評価 ； 

96年4月にWHO専門家会議開催。 4月3日に会議のプレスリリース発表。

96年4月8日に農林水産省で「海綿状脳症に関する検討会J開催。この検討会の意見
を受けて、農林水産省は肉骨粉の使用禁止について行政指導。当時、米国やオーストラリ

アが自主的禁止措置をとったことも参考になったもようだが、両国が法的禁止措置を取っ

た後もこの問題は取り上げられず、結局、法的規制について農業資材審議会飼料分科会に

諮閲されたのは20 0 1年3月になってからであり、行政対応上に問題があったと認識せ
ざるを得ない。

農林水産省は、国際的動向を把握する機会はあるにもかかわらず、適切な対応をするこ

とを怠ったといえる。その背景には、行政指導で実効が確保されると考えていたことに加

え、 97年の家畜伝染病予防法改正時の衆・参農水委の「今後とも指導することj との附

帯決議が全会一致でなされた経緯もあり、法的規制を行わなかったものと考えられる。

: (2）以上の時期における、厚生省の関与についての評価

－ －－－－－’  －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 厚生省は96年4月 11日、食品衛生調査会を開催し、食品衛生上の対策の検討を行い、

農林水産省に対し、肉骨粉給与の禁止を含むWHO専門家会議の勧告について、適切な対
応がなされるよう要請した。

BS E問題がヒトの健康問題として浮上してきた以上、 Bs E拡散防止の観点から、農
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林水産省に対して、より明確に意見を述べるべきであった。縦割り行政で相手に干渉しな

いという悪い側面が反映したといえる。

－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．
I 

I 

: 3 EUのBSEステータス評価に関する対応（ 1 9 9 8～2001年）
I 

I 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．”・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．

l ( 1) E UのBs Eステータス評価に関する農林水産省の対応とその評価 : 

E UのBs E発生リスクの評価手法は、客観的で透明性のあるもの。一方、日本がOI 

E基準で自らの評価を行うには、まず手法を開発しなければならない。そのような問題が

あるのに、 EUの評価中断を要請した論拠は明らかでないが、 Bs E発生リスクがあるt

いう結論が風評被害を引き起こすことを恐れたためではないかと推測される。

E Uの報告書案の勧告は率直に受け入れるべき内容であるが、勧告のうち、肉骨粉の結

餌禁止及び特定危険部位の排除は、 Bs E発生後に実施。
報告書案の内容が国民に予め知らされ、対策が取られていれば、当面の風評被害は起き

ても、発生時に起きた大きな社会混乱は防げた可能性が高いとみなせる。

l (2) EUのステータス評価に関する厚生労働省の関与についての評価． ーーー・・・・・・・
・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー一一一

ステータス評価の取り下げの際、厚生労働省は、書簡が農林水産審議官名であったこと、

肉骨粉に係わる評価が主な論点であったこと、短時間の協議であったことから意見は出し

ていない。

97年に行政改革会議に指摘された食品行政についての両省の緊密な連携確保が実際｜：

機能すれば、ステータス評価についても厚生労働省からの意見提示があってしかるべきt

考えられるが、このような状況を踏まえるとやむを得なかったのではないかと考えられる。

ーー・・・・・・・・・へ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ I 

:4  変異型CJ D感染防止のためにとられた一連の対策の評価

I (1996～2001年）

: (1) 1996年の変異型CJ D確認の際の厚生省の対応と評価 _ ... .. ．・・． 一一一一ーー・・・・・・．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．．．．．．・．．ー・・・・．．．．．．・・・ー・・ー・・・・・・・司・・・・・ーーーーーー一一一

96年4月のWHO専門家会議の報告を受けて、厚生省は、変異型CJ D患者のサA

イランスを目的とした緊急調査研究班を設置。医薬品等については4月17日に英国針

等由来原料の禁止を実施。食品は、 26日にと畜場での臨床検査にBs Eを追加。

これらの一連の措置はWHO専門家会議報告書の勧告に沿ったものとみなせる。
ー・．ー・・・・－，

一一一ーー・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・ーーー－－

・・・ー ι 

: (2）厚生労働省における血液及び臓器に対する安全対策 . --・・・・ 

46 

99年に血液の理論的危険性が問題になったことを受けて、厚生省は、英国長期滞在者

の献血禁止を2000年1月に実施。 2001年3月及び11月には献血禁止対象国の拡

大等を実施。臓器提供にも献血に準じた規制を実施。

商産技術ヰ」



これらは科学的には未知の理論的危険性に対する予防措置として評価できる。

: ( 3) 医薬品、医薬部外晶、化粧品、医療用具に対する安全対策

ヨーロッパでのBs Eの広がりに対応して、厚生省は、発生園、発生リスクの高い国を
原産国とする牛等由来原料の使用禁止等を2000年12月に実施。
実施当時は日本でのBs E発生前であり、しかもEUや米国よりも厳しい措置であった
ため、コストを度外視した厳しいものとの意見も出された。しかし、理論的リスクに対す
る予防原則にしたがった措置として評価できる。

: 5 英国以外のEU諸国でのBs E発生の急増以降、とくに2001年わが国にj
おけるBs E発生時の対応（ 20 0 0年～） ． －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

: (1) BS Eサーベイランスによる患畜の発見までの両省の対応の評価 （ 
I －・・・・・・・句・・・・・・・・・・・・・．．．・・・・・・ー・－ー・・・・・・・・・ーーーーーー・・・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・ー・・・・・・・ー

：農林産宣Jと厚生支償笠りJすご－：:-3-:f..7.. ~て2強制
農林水産省は、 2001年4月から、アクティプ・サーベイランスを開始。これは、
迅速Bs E検査と陽性サンプルについての確認検査と都道府県の家畜保健衛生所におけ
る病理検査によるもの。内容的にはEUステータス評価案で勧告されていたものと閉じ。
ただし、これは、 OI Eの基準に従って、年間30 0頭の牛について検査を行い、わが
国が清浄であることを、国内外に明らかにし、いたずらに風評被害を生じないようにす
ることであった。なお、このサーベイランスにより我が国初のBs E感染牛を発見。
厚生労働省は、 2000年後半におけるヨーロッパでのBs E発生国の拡大等から、
BS E発生の可能性は否定できないと考え、 20 0 1年5月、 Bs Eの発生または非発
生状況を確実に把握するため、と畜場の牛と羊を対象としたアクティプ・サーベイラン
スを開始。これはウエスタン・プロット法によるもの。
しかし、千葉県のBs Eの発生において、サーベイランスが行われていたにもかかわ
らずと畜場で敗血症と診断された牛についてBs Eが疑われなかったのは、厚生労働省
のサーベイランスでは起立不能は「運動障害等の神経症状が疑われるもの」とみなされ
なかったため。一方、農林水産省は起立不能を神経症状を示す牛として幅広に解釈して
よいとの通知を出していた。両省の聞でサーベイランス基準に相違のある点は認識され
ていなかった。

:J)I.頭－~.1+;2y~玄包~－~－~J事~1J.!!2貴圏実家
厚生労働省は、年間に神経症状を示す牛約1万頭を対象としたサーベイランス実施経
費を概算要求。また、ヨーロッパにおけるBs E発生状況を考慮して、健康牛について
も、 Bs Eサーベイランス事業実施のため、厚生科学研究費の要求作業。これらが公表
されたのは千葉県でのBs E牛発見の直前。

：.~.§－~発生主壬測」主危検管翠ゴ三三 7.. ！.と
農林水産省は96年4月に政令の施行通知により、また2001年4月にサ｝ベイラ
ンス要領を作成し、 Bs E又はその疑いのある牛を発見した際の連絡体制及び当該牛の
処分の方法につき都道府県に通知。しかし、緊急対応マニュアルは作成していなかった。
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厚生省は96年4月にBs E文はその疑いのある牛を発見した際の連絡体制及び鵠
牛の処分の方法につき、都道府県等に通知。しかし、現場でのBs Eに対する具体的な
緊急対応マニュアルは作成していなかった。

両省のサーベイランス要領の中には、緊急事態に対する相互の連携措置の記述がなか

ったため、 8～9月段階での大きな混乱を招いた。

~ _ g_ Q _Q _l !'f ＿~!l _1 _ _1_ fl＿で：L 1J~ ＿l72YYHQCf _ij._Q{9.. 1－~~専用5写会費翼賛三位哲t~
報告書の肉骨粉の使用禁止についての勧告はきわめて厳しい表現であったが、①20

0 1年 1月から顕微鏡を用いた検査、②同年3月から省令改正に向けた作業の開始射

実施しており、すでに対応済みと判断。国際的に危機感の高まりがうかがえるが、国民

への情報提供はなされなかった。

: (2) 2001年8月6目、後にBs E第1号となった牛がと畜場に搬入されて、i
: その「確定診断」が英国のレファレンス研究所で出される9月21日まで、 i
I 4 6日の日時を要したことの農林水産省の評価 : 

8月6日にと畜場から送られてきた脳のサンプルについて、動物衛生研究所での試験ま

で9日間、家畜保健衛生所での試験まで2週間以上の間隔。このサンプルについてBSE 

の可能性は想定していなかったものと考えられる。

厚生労働省に連絡が行われたのは9月10日で、それまで情報はまったく提供されず．

緊急事態における連絡体制はまったく作られていなかったが、これもBs E発生時の緊
急マニュアルが欠けていたため。

~ (3) 2001年9月10日にBs Eを疑う牛の確認について公表した際、質疑i
: 応答で、当該牛は焼却処分されたはずと回答したが、 14日になって、レンダリl

: ングに回っていた旨の訂正を公表し、対応に混乱がみられたことについての評価｜

8月6日、千葉県のと畜場で乳牛が敗血症として診断されて全廃棄処分にされ、家献

健衛生所に頭部だけが提供され 残りはレンダリング処理。両省の聞で、異なる基準によ

るサーベイランスが実施されていたが、その相違がもたらす事態についての認識は両省t
もに持っていなかった。

1 (4) 2001年9月10日に（独）動物衛生研究所において確定診断がなされ（

！ たにもかかわらず疑似患畜として、英国のレファレンス研究所に検体を送付 j
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し、 『確定診断Jを求めたことについての農林水産省の評価 .J 

我が国での初めての事例であり、諸外国でも初発例については国際機関のレブ1~：
ス研究所で確認を行うことが通例であることから、英国に検査データ等を送付し、伊

を依頼。確認がなされるまでは行政判断として疑似患畜とされた。
, Jレは大

この対応の結果、 2例目からの検査も英国に送るのか、日本の検査技術のレ〈／

丈夫かという心配の声が国民の中で聞かれた。



: (5) BS E患畜発生後に行った農場段階の「目視調査」、及びその結果の公表！

についての農林水産省の評価 : 

：摩急会：I'-j理糞
BS Eに関する牛の緊急全戸全頭調査の結果、臨床的にBs Eの疑いのある牛は見い
だされなかった。当時まだ対策マニュアノレは作成されていなかったため、急濯、立案さ

れたものとみなせる。

－飼料製造工場への緊急立ち入り検査

交差汚染防止のためのガイドラインの遵守状況を帳簿等による原料使用状況、製造工

程の実地調査等及び顕微鏡検査により確認。顕微鏡による検査は英国等を除き現在も各

国で採用されている方法であるが微量な混入については検出感度に限界。

: ( 6）わが国におけるBs E発生後に取られた一連の措置に関する評価 ： 
’ ・・・・・．．．．．．．．－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー司・ーーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－

：車場j孝跨·；；~露混使管L~塵方法~~L
農林水産省では、 10月17日の技術検討会及び防疫委員会合同会議を経て、サーベ

イランス対象の定義及び患畜が摘発された場合における疑似息畜を定義。患畜が見いだ

された場合の省庁間の連携を含む対応は、その折、初めて検討。

：．金庫捨葦持制C理主－~思宇JJj動1~＇L
1 0月18日、いわゆる全頭検査が農林水産省との緊密な連携のもとに開始され、国
際的にもっとも厳しい安全対策が実施されることになり、と畜場から出る牛由来産物は

すべて安全なもののみになったとみなせる。 Bs E発生のニユ｝スを受けてから 1ヶ月
あまりという、極めて短期間で全国的な検査体制が作られたことは高く評価できる。

~Jzu堅守J；皐主主哀哀視さとり罪腸j主持主lモ2~~-:.c:.
エライザ法では一定の確率で疑陽性が出ること、この時点ではEU並の安全対策にな
っていることの情報提供が十分なされていなかったことが混乱を招いた理由と考えられ

る。また、疑腸性となった際の対応について、あらかじめ何らかの措置がとられている
べきであった。

：.~－~－t.112捨糞
BS E汚染の実態の把握等のために、死亡牛についての全頭検査の実施が必要と考え

られる。しかし、農家への補償を十分考慮するとともに、検査システムのあり方を十分

検討した上で早急に実施するべきである。

：五寒品．：犀捧周具）.－金邑主Lと：で.＿~！）＂！奪－~要生堂観堂）．．
厚生労働省は、医薬品等について、 10月2日に日本及び発生リスク不明国を原産国
とする牛等由来原料の原則禁止という国際的に最も厳しい措置を行うなどの措置を講じ
た。

これらは予防原則にしたがった妥当な措置とみなせる。
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: 6 厚生労働省と農林水産省の連携について． －・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・....~ 
’ ( 1) BS  Eの発生前における厚生労働省と農林水産省の連携に関する評価 ｜ 

9 7年に食品行政について両省の緊密な連携確保が行政改革会議において指摘されて

いたが、縦割りのままで、両者聞の連絡会議も形式的なもの。両省の危機意識に差刈

じられるが、このことについて意見交換はまったく行われなかった。

: (2) BS  Eの発生後における厚生労働省と農林水産省の連援に関する評価 ｜ 
I I 

・・・・・・・・・・・・・・ーー圃 a・・・・・ー・・・・・・・・・・・ーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
BS E発生後、初めて両省聞に緊密な連携。サーベイランスの方式では、農林水産省

の技術検討会と厚生労働省の研究斑の合同会議で、エライザ法に統一。

1 0月18日からの全頭検査体制も両省の緊密な連携のもとに行われたものとみなせ

る。また、この際に両省の協議でBs E検査対応マニュアルが作成された。

~ 7 わが国におけるプリオン病研究の蓄積と今回のBSE対策への貢献 j 

今回の全頭検査体制の確立に貢献したのは、帯広畜産大学品川森一教授によるスクレイ

ピーに関する研究の蓄積。スクレイピー研究が可能になったのは、カナダから輸入された

羊の子孫でスクレイピーが発生したことで研究を開始という思いがけない幸運のたまもの。

農林水産省でもカナダからのスクレイピー感染羊が発見されたことで、スクレイピーの

研究が家畜衛生試験場で開始。当時、家畜衛生試験場に在籍していた小野寺節教授は科学

技術振興調整費によりスクレイピーの研究を開始し、その研究蓄積が現在の農林水産省の

BS E対策に貢献。

第E部 BS  E問題にかかわる行政対応の問題点・改善すべき点

1 危機意識の欠如と危機管理体制の欠落 ； 

日本は、行政の危機意識が欠如し、最悪のケースを想定して防疫体制を強化しておく危

機管理の考え方が欠落していた。

とくに農林水産省が、 96年4月にWHOから肉骨粉禁止勧告を受けながら課長通知に

よる行政指導で務ませたことは、英国からの肉骨粉輸入を禁止した等の事情を考慮しても、

重大な失政といわざるを得ない。 90年に感染源となる可能性のある肉骨粉の処理基準強

化にとどめたことも＃果として判断が甘かったといえよう。

2001年にEUのステータス評価に対し、 EUの評価基準がOI Eの評価基準と刊

離れていたことなどから評価の中断を要請したことも経緯はともかく政策判断の問遣いt
った。
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さらに、危機を予測し、発生を防ぐための措置を講じて危険のレベルを引き下げておく
予防原則の意識がほとんどなかった。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

: 2生産者優先・消費者保護軽視の行政
－ 

． ． ． ， ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，

市場競争の激化に伴い、先進国の法制度や農業政策は生産者優先の産業振興から次第に
消費者優先に軸足を移すとよもに、国民の生命を健康の保護を最大の行政目的に据えてい
る。

日本の法律、制度、政策、行政組織は、生産者優先・消費者保護軽視の体質を色濃く残
し、消費者保護を重視する農場から食卓までのフードチェーン思考が欠如している。
また、情報伝達の混乱に伴う風評被害を警戒して、遅滞なく情報を公開し透明性を確保
する努力が不充分なケースも見うけられる。

: 3政策決定過程の不透明な行政機構 : 

政策の継続性を重視し、意思決定過程を明確にしないことにより、個人が責任を関われ
ることはほとんどない。 97年の衆・参両院による行政指導徹底の附帯決議があったもの
の、 97年に米国、オーストラリアが肉骨粉を法律で禁止して以降、 2000年までの問、
農林水産省が何ら対策を取らなかったことも、意思決定の先送りを繰り返していた証左と
いえよう。

政策のサーベイランス機能を中心的に担うのは政治である。農林水産省の政策決定にあ
たり、最も大きな影響を与えているのは国会議員、とりわけ農林関係議員であるのは故な
しとしないが、全国の農村を地盤に選出された多くの議員が強力な圧力団体を形成し、衰
退する農業を補助金などを通じて支え、生産者優先の政策を求めてきた。そのような政と
官の関係が政策決定の不透明性を助長し、十分にチェック機能を果たせない原因となった
ものと考えられる。

農林水産省は産業振興官庁として抜きがたい生産者偏重の体質を関係議員と共有してき
た。ただし、 Bs E問題を契機として、大臣をはじめ農林水産省内、そして一部の国会議
員に改革を目指す動きが出てきたことは評価に値する。政策判断の軸足を生産者からでき
るだけ消費者に移す考え方である。

:4農林水産省と厚生労働省の連携不足 : 
ー・・・・・ー ． －ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー
中央官庁における縦割り行政と付随する縄張り争いの結果、 “内政不干渉”が慣例にな
り、チェック機能はほとんど働いていない。 96年のWHO肉骨粉禁止勧告や、 20 0 1 
年のEUステータス評価の際、農林水産省は厚生労働省との十分な協議を行わず、厚生労
鋤省は明確に意見を言わなかった。官庁同士の連携を図るには、 「協議する」 「協議を受
けた場合には意見を述べるJと明確に位置付けなければ有効に機能するはずがない。
問題の根源は生産段階における振興と規制の権限が農林水産省に集中しているにもかか
わらず、有効なチェツクシステムを構築していなかったこと。
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: 5 専門家の意見を適切に反映しない行政． 
·•••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••·
----- I ーー司・・・・・ ・．．

国民の生命に関わる食品安全問題は、科学的な知見に基づく迅速な判断が求められる
。

健康に対するリスク評価については、専門家の意見が尊重されなければならない。
96年

の肉骨粉問題では、農林水産省の方針を受けて先送りした。

関係する学会も政府に提言する意識と行動力が不足していた。

基本的な問題点は、リスグ分析の考え方の欠落。リスクを科学的に評価するリスクア
セ

スメント、リスクとベネフィットや社会的な影響等を比較考量しながら管理するリス
ク7

ネジメントが連携しなければ、食品の安全性確保はおぼつかない。行政と科学の聞
のり

クコミュニケーションも欠落していた。

: 6 情報公開の不徹底と消費者の理解不足 ； 
・ 1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．

マスコミの報道については、センセーショナノレで集中豪雨的という批判がある。興味
本

位で不正確な一部メディアが存在するのは事実で、 Bs E問題でも誤解を招く報道があっ

た。正確で科学的で分かり易い解説記事の充実が今後の課題。

行政の正確な情報開示と透明性の確保も不充分だった。 Bs E発生の際に感染牛の処理

情報を誤って伝えたほか、過去の経緯や政策内容についても説明不足。情報提供技術
の問

題もある。

消費者の受け止め方にもやや過剰な反応があった。しかし、安全と安心の聞には大き
な

落差があり、消費の低迷は行政不信に表示不信が重なった結果でもある。徹底した情
報開

示による透明性確保以外に信頼回復の方法はない。

: 7 法律と制度の問題点および改革の必要性 ； 

食の安全を確保する法律（食品衛生法など）は、罰則はおおむね軽い。また、食品表
示

と関連する JA S法や景表法も、罰則は軽く、犯罪を抑止する効果はなく、違反続発の誘

因になったとの指摘もある。

消費者の保護を基本とした包括的な食品の安全を確保するための法律も欠けている。国

民の健康を最優先する行政組織も整備されていない。リスク分析を導入するにも、科学
的

なリスク評価を担う組織が見当たらない。消費者保護に責任を持てる組織も、情報公開
や

組織聞のリスクコミュニケーションを進める組織も欠落。時代の変化に対応できる制
度改

革が緊急の課題である。

｜第E部今後の食品安全行政のあり方 コ
I 1 食品の安全性の確保に関する基本原則の確立 ! 
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: ( 1 ）消費者の健康保護の最優先

食品の最終消費をするのは消費者。消費者は安全な食品を十分な情報を得た上で、選
択できることを保証される権利をもっている。食品の安全性の確保に関する基本原則と
して、消費者の健康保護が最優先に掲げられ、このような消費者の安全な食品へのアク
セスの権利が位置づけられなければならない。

こうした消費者の権利を保障するために、生産、加工、流通、販売を含む「農場から
食卓までjのフードチェーンにおいて、携わるすべての事業者は、食品の安全性の確保
および正確な情報の提供に関する責務を有する。

このため、食品の安全性に係わる関係法において、その法目的に消費者の健康保護を
最優先し、消費者の安全な食品へのアクセスの権利を定めるとともに、その目的を達成
するための、予防原則に立った措置も含む行政及び事業者等の責務を定めるなどの抜本
的な改正・見直しが必要である。

－・・・・・・・・．．．．．．．．．．．司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・．．．，．．．．・・・・・・ーーー・

: ( 2）リスク分析手法の導入
－ 

I 

I －－－－ーーーーーー，．．． ．・・・・・・・・・・ーー司ーーー・ーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーーー・ーー・・・・・・・・・・ー

リスク分析は「リスク評価J 「リスク管理J 「リスクコミュニケーション」の 3つの
要素からなっており、具体的に制度化する必要。また、全過程において透明性の確保の
視点が重要。

リスク評価は利害関係から独立して客観的に行われる必要。リスク評価は専門の科学
者によっておこなわれる。

リスク管理は、消費者をはじめとしたすべての関係者と協議しながら、消費者の健康
保護を第一の要素とし、その他有用性、社会的な影響等の要素を総合的に考慮して、適
切な政策・措置を決定・実施する過程として位置づけられなければならない。リスク管
理は透明性をもっと同時に、採用された政策の結果は常にモニタリングされ再評価され
なければならない。

虚偽表示問題は、食品の原材料の追跡・検証が可能になるようなシネテムが必要。 ト
レ』サピリティは最終商品から原材料へと追跡可能なシステム。今日、食品の安全性の
確保のためにトレーサピりティは、フードチェーン全体を通じた全ての食品に適用され
るべきシステム。また、リスク管理における重要な手法として位置づけられなくてはな
らない。

リスクコミュニケーションは リスク分析の重要な要素として位置づけられなければ
ならい。リスクコミュニケーションはリスク評価、リスク管理の普及、広報としてのみ
行われるのではなく、リスク評価・リスク管理の過程にも求められる。とりわけ行政は、
消費者をリスク分析のパートナーとみなし、消費者とのリスクコミュニケーションを重
視し、情報の公開と提供、参加と対話を強めるべきである。

;2食品の安全性の確保に係る組織体制の基本的考え方 : 

金をめぐる今日的な状況に適切に対応していく？めにリスク分析手法の導入が、食品の安
全性の確保に関わる組織体制のベース。 ． 
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I { 1 ）リスク分析に関する基本指針の確立
‘ －・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ I 一一一一一ーー－－．
① 基本指針は、リスク評価を実施する新しい行政機関において、利害関係者の意見t
聞き合意の下で作成されなければならない。

② 基本指針には、リスク評価・リスク管理・リスクコミュニケーションを貫く基材

針を盛り込む。

③ 基本方針は、リス名分析の原則から導かれたもので、その実施のための具体的措

等を掲げるものとする。

: (2）リスク分析をベースとした組織体制の整備 : 
’ i －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

CD. ・ － ~Z-.1-評価？を割~建立
リスク評価の実施は、一貫性、独立性の観点から関係省庁から独立した行政機関で

行うべきである。また、その機関はリスク分析に関する茎本指針を策定し、客観的な

科学評価を実施することからみれば、総合科学技術会議のように常勤メンパーの中｜：

科学者のいる機関とすることが望ましいと考えられる。これらを踏まえて、その舗

のあり方について慎重に検討するべきである。

包－－~ ＿；うZ貸翼？を割~建立
"!_ －念品Jnき~~理箆別分担の再検討と~互調整合：？－＿f_ 1:;._ <J} Ji事~￥.
基本指針に基づき＼食品行政の機能別分担を再検討し、相互調整システムを拠

リスク評価を行う行政機関と関係各省および各省聞の政策調整システムを制度1~.

1－－－~万三賞理主分担する各省庁と「危捧賞理使観L＇？？.整錆
危機管理に際しモ：五孟な警戒体制及び予防措置を行うために、リスク管理紛

担する各省庁に危機管理体制を整備することが必要。

包．．よ~~さfl_ 三三三三？；て二之主ピ）＿＿＜！｝~立
リスク分析手法において、リスクコミュニケーシヨンは重要な役割を持っており、｜

その中において消費者の参加、消費者への情報公開・積極的な情報の提供を位置づけ

ることが重要。

また、リスクコミュニケーションが適切に機能するためには、情報が受け手にtっ
て解りやすいことが必要。一般の人向け、子供たち向けなど、受け手の特性にあわせ

た情報の提供など工夫が必要。このようなきめ細かな情報を提供していくためには、

情報に関する専門部署と専門家がいなければならない。特に広報担当コミュニケイ

ーの育成が急がれる課題である。
一，．一.....-－－－－－－－’ ー ーーー－－－－－－－－．．．．・・・・・・・・・司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・ーーーーー

(3）行政機関の連携、政策調整のあり方
一’_ ....・－．・・ー

・一一二；~ム逗~~－~ムム二二；~三長一一λ一戸二戸：－~；~~ぴにリスク管理
を実施する機関同士の聞において、実際の協力が的確に働くようにしていくことが必要。

54 

リスク管理を実施する省庁相互の間でも、データ・情報の共有化をはかるとともに、

一方からの要請により相手方からデータ・情報を提供する旨を盛り込むなどの制度減
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討されるべきである。

: (4）国際的な情報収集能力の向上と国際機関・主要国との連絡・調整のあり方；

食品の安全に係わる危害情報や新しい科学的知見や技術などの迅速な情報入手をはか
るため、海外情報収集と園内への情報提供を一元的に担う機能を、リスク評価を実施す
る機関に配置することが必要である。

国際機関や主要国との連絡・調整の機能を強化することも必要。
E Uや国際機関、これらの国の行政機関や研究機関、また科学者・研究者との交流を
積極的に強めるべきである。

: (5）重要な個別の課題 : 
I －－－－－・・・・・・・・・・ー・ー・・・・・・・・・・ーー－－－－－－－－ー・・・・・・ー・ー・・・・・ー・・・ー・・・ーー・・ー・・・・・・・・・・・・ー・・

Ql __ ~－~ _:r;; ＿：奪晃裂~LPJ三閉Lt＿｛？身元使関白整債
包．食品J；開丈~表主制度包接ヨド均I~真jゴ
包 ＿ J事葺·~~き持壬民法三三役全象衛生c.1721早~<R.韓｛己
©..＿会J；：＿~:t－~整貰ど色虫色＿r）主茸）＿ !2必要位
®-_x＿~z.1；お！'t~!3＿？＿ ~J善土;_cyJ＿とん：t;E?国嬰貢献

: 3新しい消費者の保護を基本とした包括的な食品の安全を確保するための法律 j
:. の制定ならびに新しい行政組織の構築 : 

lおよび2に掲げた事項を実現するためには、新しい法律の制定と行政組織の構築が必
要となる。

政府は、以下の2点について、 6ヶ月を目途に成案を得て、必要な措置を講ずるべきで
ある。

その検討に当たっては、その経過を常に情報公開し透明性を保つとともに消費者をはじ
めとして広く国民の意見を聞き、合意の下に成案を得るよう努めなければならない。
( 1）食品の安全性の確保に関する基本原則、リスク分析の導入を重点と位置付け、リス
ク分析の分担及び手続き、ならびに消費者の参加の保証を内容とする「消費者の保護
を基本とした包括的な食品の安全を確保するための法Jを制定し、食品衛生法、と畜
場法、飼料安全法、家畜伝染予防法その他の食品関連法を抜本的に見直す。
(2）欧州各国の食品安全機関の再編成を参考にして、リスク評価機能を中心とし、独立
性・一貫性をもち、各省庁との調整機能をもっ新たな食品安全行政機関を設置する。
欧州各国における食品安全機関の再編成を参考とするに当たって、組織・機関をそ
のまま日本に導入することは危険である。欧州における状況を精査し、日本における
現状とを具体的に比較検討した上で、新しい行政組織を構築していくべきである。
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女写真の募集

「畜産技術」誌の表紙の写貞ーを募集しています。

カラープリント、または、カラースライド写真でご送付ください。

タイ トルと100字程度の簡単な説明、撮影者名などをつけてください。

編集事務局では送付された写兵の中から選んで縄載したいと思います。

縄載した場合には薄謝をさしあげます。

女 「学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ」記事の募集

本誌の「学会 ・研究会 ・シンポジウム等のお知らせJに畜産 ・獣医技術に関する学会 ・シンポジウムなどの

催し物の予定を 6カ月前から掲載し、畜産関係者の便に供しております。

もしご予定があり ましたら、行事名、日時、会場、連絡先を編集事務局宛に、随時、お送り下さい。

送り先： （社）畜産技術協会企画情報部
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〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL : 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 

E－メール： jlta@group目lin.go.jp

全国畜産関係者名簿
一一－2002年版一一一

〈好評発売中グ〉
毎日のお仕事に

役立ちます

定価 8,400円（消費税・送料共）

発行所（社）畜産技術協会

〒113-0034東京都文京区湯島3羽θ

電話（03)5817-7455FAX(03)3836-230Z 

取引銀行 ・みずほ銀行本郷通支店

普通No.504117

UF J銀行本郷支店
当座No.112354

郵便振替 ・00110-6-176486
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関西空港支所長

神戸支所長

門司支所長

沖縄支所長

疫検物動

夫

人

孝

豊

組
作
曲
川
市
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江

村

局草寺食t』口総

治
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稔

也
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己

信
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日
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村

花

本

回

沼

本

佐

問

伯

崎

辺

田

中

演

田

淳

平

境

牧

田

動物医薬品検査所

所長

企画述絡室長

検査第一部長

検査第二部長

元

渉

隆

育

達

修

雅

史

博

知

利

誠

清

雄

幹

課長 本

食肉調整官 伊

課長補佐（総括・総務班） 依

（価格調査班） 伏

（食肉需給班） Ill 

（食肉流通班） 小

（点畜価格流通班） 北

（鶏卵食鳥班） 上

課長 木

課長補佐（総括 ・総務班） 矢

（庶務班） 松

（飼料生産計画班）富

（飼料生産振興班）浅

（安全基準班） 涜

（検査指導班） 伊

需給対策室長 水

諜長補佐（業務班） 佐

（需給班） 杉

（価格班） 回

草地整備推進室長 姫

課長補佐（草地整備計画調整班） 田

（草地整備事業第l班）蹟

（草地整備事業第2班）武

（資源活用事業班） 綱

課卵鶏

今

肉食

イシ

'l 

イシ

課事ヰ

今

今

。
'l 

そシ

，， 

イシ

宮司

死〉

。
4シ

食品産業振興課
イシ

法夫谷首長外食産業室課長補佐

俊

修 J

{fj産技術釧2年5ij;

太鼓矢

課

食品表示対策室課長補佐

質ロ
ロロ

樹

之

昭

聖

貸

手口

伊地知

池田

鳥海

推葉

小野寺

課長

謀長補佐（総括 ・総務班）

（企画調整班）

（庶務班）

（保健衛生班）

課生衛

。
今

今
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研究開発企画官
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音日際国
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博

郎
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橋

本

橋
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兵

宮

大
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良

卓

良

信

谷

柄

下

藤

桶

鋤

木

b日

課

貿易・情報室課長補佐

国際 謀

課長

国際農業機関調整官

整

カ

イシ

調

協

国際

ペシ

E果カ協技術
イシ

夫美水守課長補佐
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。
秀三郎

建之

村｝｜｜ 

林

局陣内
邑

局長

審議官 （兼）

経

造

健

喜

園

沢

宵

滝

府

沖縄総合事務局畜産課長

宮内庁御科牧場長

閣内

和彦

喜久男

藤

橋

イ左
詰γ

課

課長

課長補佐（家畜再保険班）

険保

［独立行政法人］

美

勉

夫

夫

明
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利

正

忠

昭

隆

史

茂

昭

弘

夫

豊

志

雄

孝

陽

男

栄

弘

英

達
節
昭
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浩

喜

和

高

哲

豊

俊

修

政

独立行政法人家畜改良センター

南

新

加

管

波

山

藤

野

村

下

井

井

野

原

木

岡

木

倉

林

岩

田

藤

谷

間

原

島
之

ニ

山

増

酒

大

石

青

藤

鈴

岩

大

白

松

伊

金

岩

鉾

大

理事長

理事 （企画調整担当）

（総務担当）

（非常勤）

（ ク）

監事 （ 。） 
（ 。）

改良部長

技術部長

新冠牧場長

次長

十勝牧場長

次長

奥羽牧場長

次長

岩手牧場長

次長

茨城牧場長

長野牧場長

岡崎牧場長

次長

兵庫牧場長

’官三

ム4田

谷

柴

関

F『

民

保険監理官

保険監理官補佐（家畜指導班）

東北農政局畜産課長

関東民政局畜産謀長

東海民政局畜産課長

北陸農政局畜産課長

近畿民政局企阿調整課長

畜産課長

中囲内国農政局企問調整部長

畜産課長

九州民政局生産経営部長

企画調整課長

畜産課長

理匪七= 保険

Jilfi 

イシ
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滋

夫

行

光

正
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忠
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島
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橋
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岩
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長

安

塩

中

細

高

石

田
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大

農林水産技術会議

会長

事務局長

研究総務官

総務課長

施設室長

技術政策課長

技術情報室長

技術安全課長

研究開発課長

先端産業技術研究謀長

民間研究推進室長

地域研究課長

国際研究課長

首席研究開発企画官

研究開発企画官

（兼大臣官房）イシ

今
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賢 τ
建次郎

隆弘

武

独立行政法人国際農林水産業研究センター

員

秀

賢

訓

節
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独立行政法人農業生物資源研究所

近畿中国四国農業研究センター
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大
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門
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宮

中央農業総合研究センター

九州沖縄農業研究センター

理事長

理事 （動物生命研究担当）

（縞物生命研究担当）

監事

企画調整部長

遺伝資源研究グループ長

発生分化研究グループ長

生体防御研究グループ長

生体機能研究グループ長

感染病研究部長

免疫研究部長

海外病研究部長

生産病研究部長

安全性研究部長

生物学的製剤センター長

北海道支所長

九州支所長

北海道農業研究センター

東北農業研究センター

所長

企画調整店店長

畜産飼料作研究部長

沖縄農業研究官

所長

作物開発部長

畜産草地古15長

所長

畜産草地部長

所長

副所長

畜産草地部長

理事長
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滝
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鈴

独立行政法人農業技術研究機構

理事長

副理事長

理事 （畜産研究担当）

（北部地域研究担当）

（南西地減研究担、l・j)

総合企阿調整部研究管理官

独立行政法人肥飼料検査所

動物衛生研究所

畜産草地研究所

所長

副所長

企画調整部長

総務部長

飼料資源研究官

家畜育椅繁殖部長

家畜生理栄養部長

品質開発部長

家畜生産管理部長

畜産環境部長

飼料作物開発部長

飼料生産管理部長

放牧管瑚部長

草地生態部長

山地畜産研究部長

所長

総務部長

総合防疫研究官

疫学研究部長

七戸研究施設長

理事長

理事

札幌事務所長

仙台事務所長

名古屋事務所長

大阪事務所長

福岡事務所長

.f.~取牧場長

熊本牧場長

宮崎牧場長

次長イシ

。
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独立行政法人農業環境技術研究所
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石川

畜産課長

家畜衛生対策監

課長補佐（畜政）

（振興）

（特命）

岩手県農業研究センター畜産研究所長

外山畜産研究室長

種山研究室長

盛岡家畜保健衛生所長
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技術参事兼畜産課長
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技術補佐（畜産振興班長）
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畜産試験場長

大河原家畜保健衛生所長
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次長（野辺地）

（五戸）

和牛改良技術センタ一所長

今
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課長補佐（事務総括）

（技術総括）

（中小家畜・環度）

（経営革地）

（大家畜飼料）

主査（家畜衛生）

（畜政）

畜産センター長
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肉用牛研究所長

養豚研究所

県北家畜保健衛生所長
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県北総合事務所畜産振興課長
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イシ

ぞシ

イシ

今

今

之

統

善

徳

悦

作

歩

喜

春

満

夫

孝

治

雄

↑専

政

盛

専

栄

勇

公

良

郁

清

林

久

大門

志村

佐藤

伊藤

佐々木

小棚木

藤田

佐藤

佐藤

宮城

小林

福土

佐藤

佐藤

川向

主任（畜政・経済班）

主幹（家畜生産・衛生班）

副主幹（ ク ） 

（。）

主査（ ク ） 

（ク）

主任（ 。 ） 

主幹（飼料環境班）

主任（ 。 ） 

畜産試験場長

北部家畜保健衛生所長

中央

南部

イシ

イシ

今

ペシ

県

畜産振興課長

課長補佐（総括）

（ク）

畜産試験場長

酪農試験場長

酪農試験場南那須育成牧場長

県央家畜保健衛生所長

次長兼家畜保健部長

県南家畜保健衛生所長

県北

群 県

ぞシ

タ

今

馬

。

今

木

行

南

西

鹿

県

県

栃

博

高

二

充

洋

史

輝

三

雄

実

郎

司

敏

憲

宏
治

平

亨

浩

彦

彦

也

昭

輔

幸

賓

太

秀

昌

益

俊

俊

信

紀

祐

光

司

忠

教

秀

友

藤

原

山

屋

谷

橋

川

崎

野

田

山

田

回

原

田

田

川

滝

元

藤

城

山

崎

田

佐

北

栗

土

水

龍

早

島

高

新

浦

吉

須

笠

小

原

有

大

木

須

結

奥

岡

鶴

県

イシ

イシ

資5

生産流通課長

畜産室長

室長補佐

技術補佐

山

，， 

農業研究研修センター副総長

養豚試験場長

村山総合支庁家畜保健衛生課長

最上

置賜

庄内

福

イシ

，， 

今

県

畜産課長

主幹兼課長補佐（総務）

（業務）

課長補佐（。）

畜産試験場長

沼尻支場長

養鶏試験場長

県北家畜保健衛生所長

県中

県南

会津

相双

いわき

イシ

イシ

今

島

ペシ

番

省産技~~

沢宮

中部農業総合事務所家畜保健衛生部長

（中部家畜保健衛生所長）
県

,, 
。

城茨
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保

耕

秀

多喜雄

敏

男

晴

渡

聴

雄

夫

汎

史

進

昭

敏品

志

夫

隆

儀

勇

瑞

也

明

樹

夫

三

秀

夫

郎

之

治

尚

幸

延

武

昌

和

紘

茂

正

哲

頴

芳

章

昭

信

豊

淑

正

伊藤

向井

本橋

松田

成川

吉岡

企l向調整部長内村

生産技術部長布施

生産環境部長 佐二木

市原乳牛研究所長羽田 田

嶺岡乳牛研究所長江 藤

中央家畜保健衛生所長 岩田

東部 。 西

南部 タ 池田

北部 ク 下徳、遺

田

野

手

藤

小島

白銀

渋谷

柏木

藤村

熊谷

米持

長谷川

木村

成井

松井

環境農政音rs畜産課長

畜産企画担当課長

課長代理（事務）

（技術）

畜産研究所長

東部家畜保健衛生所長

湘南

県央

足柄 。
家畜病性鑑定所長

大野山乳牛育成牧場長

半

内

Ill 

加

，〉

今

今

京

農業振興課長

畜産試験場長（事務取扱）

三宅分場長

家畜保健衛生所長

乏玄
71て

副主幹（生産環境整備班）

（門給飼料班）

畜産総合研究センター長

技監

次長

者日

県

イシ

Jll 

4ン

。
今

タ’

ろン

東

神

円
凡
s
p
’
 

生

Hd
武

次

泉

和

維

明

策

勇

博

彦

夫

雄

男

司

Mt 

英

誠

俊

健

俊

俊

義

憲

豊

一

和

和

浩

達

義

之

尚

宗

員

谷

暮

原

本

内

崎

崎

野

岡

島

野

藤

友

j漆

場

根

苫米地

木

藤

松

尾

宮

商

佐

松

水

北

佐

三

原

斉

附

馬

山

丸

イqi
西部農業総合事務所家畜保健衛生部長

（西部家畜保健衛生所長）

苦妻農業総合事務所家畜保健衛生部長

（吾妻家畜保健衛生所長）

利模農業総合事務所家畜保健衛生部長

（利根家畜保健衛生所長）

東部農業総合事務所家畜保健衛生部長

（東部家畜保健衛生所長）

家畜衛生研究所長

畜産試験場長

浅間家畜育成牧場長

県

農芸畜産課長

主席主幹

高lj参事

主幹（技術）

。（。）

大宮家畜保健衛生所長

川越

熊谷 。
農林総合研究センター畜産支所長

秩父高原牧場長

家畜衛生室長

主席主幹

主幹

イ〉

玉i奇

ぞン

。

。

治

之

郎

好

雄

仁

夫

俊

男

政

也
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八

富

宮

田

俊

敏

英

和

勝

哲

内

辺

宮

登

島

野

田

国

柴

堀

渡

雨

能

塩

河

宇

山

小

県

畜産課長

技術指導監

課長補佐（事務）

（技術）

畜産試験場ー長

酪農試験場長

農政部主幹八ヶ岳牧場長

東部家畜保健衛生所長

西部 。

梨山

勝

秀

恒

信

二

静

幸

進

朗

博

男

夫

浩

滋

学

利

行

勉

勝
雅

雅

義

幹

利

哲

明

口

木

城

田

深

深

谷

田

井

井

口

椋

山

葉

木

泉

梨

働

玉

新

山

花

岩

蔵

山

石

瓦

井

小

槍

榛

大

小

高

畜産課長（技術）

副課長（事務）

（技術）

主幹（企画調整班）

副主幹（ 。 ） 

主幹（生産振興班）

/iilj主幹（ 。 ） 

主幹（経営安定班）

自lj主幹（ ク ） 

主幹（衛生班）

高lj主幹（ ク ） 

（。）

主幹（兼）環境調和型畜産推進室長

県葉千

。

イシ

....... 』 ←



民
汁
件
工
七
H
M

長

邦

~h 
Ii .,-

生

夫

晴

次

英

人

英

人

理

樹

重

博

幸

民

和

正

幸

俊

英

田

川

嵐
十

太

石

五

本

岡

野

木

屋

谷

崎

村

田

木

田

々

又

山

辻

福

越

佐

大

新

池

下

宮

舟

山

村

塚

田

田

田

部

部

井

沢

岸

孝

政

泰三

豊治

義広

正ー郎

茂昭

恭

正 飽
ハ
振
掛
品
旧
安
六

直

県

畜産謀長 田

課参事（畜産企画） 手

課長補佐 吉

主任（経営支援グループ） 藤

（生産振興グループ） 吉

（衛生 ・草地グループ）河

畜産試験場長 井

家畜保健衛生所長 藤

奥越高原牧場長 松

嶺南牧場長 高

畜産試験場長

東部家畜保健衛生所長

西部

課長補佐兼企画経営係長

音産総合七ンター所長

能豊富産セント所長

南部家畜保健衛生所長

北部

県

イシ

畜産課長

担当課長

Jll 

謀参事

課長補佐

今

’， 

石

司

樹

治

行

裕

史

彦

雄

展

男

晃

克

雅

信

忠

秀

官

田

久

武

輝

晦

栄

泰

倉

井

津

木

原

沢

山

村

崎

込

脇

藤

嶋

金

神

鈴

北

市

「

小

西

山

堀

宮

遠

県

畜産課長

技術専門幹兼衛生係長

課長補佐兼畜産経営係長

課長補佐兼畜産流通係長

草地飼料係長

家畜改良係長

畜産試験場長

佐久家畜保健衛生所長

伊翌日

飯田

松本

長野

イシ

イシ

ペシ

,,. 

野長

ペシ

井

今

イシ

福

円
刀
rphv 

孝

進

徹

明

崇

夫

規

雌

峠

剛

剛

崎

同

A
ハ

存

伊

七

〈

A
ハ

同

mm

品
臥
出
川

義

久

兵

弘

勇

宗

琢

哲

部

山

原

田

下日

小

須

平

森

永

森

吉

野

渡

井

本

田

垣

部

県

農林商工部参事華膏産振興2臣民・
全国和牛能力共進会チームリーダー

競馬監督監

管理監（管理調整担当）

技術課長補佐（技術調整担当）

畜産研究所長

岐阜家畜保健衛生所長

西濃 。
中濃

東濃

飛騨

。
イシ

今

阜岐

輝

定

規

輝

T告

功

藤太郎

昭博

建

夫

雄

士
口

主
百

月

山

尾

間

尾

口

本

木

山

よ』
口

子

巻

測

坂

井

本

藤

林

田

国

山

赤

県

農業水産部畜産統括監 望

畜産振興室長 相

家音衛生室長 梶

畜産試験場長 辻

中小家畜試験場長 経

東部家畜保健衛生所長 i存

（富上分室技監）山

中部家畜保健衛生所長 鈴

（技監兼家畜検査課長）丸

西部家畜保健衛生所長 角

（浜松分室技監）河

新

一
伸

男

剛

夫

稔

利

雄

明

義

新

光

幸

林

田

林

江

雌

鶴

岩

上

今

山

近

若

石

野

農林水産部参事・畜産課長

参事（課長補佐）

農業総合研究所畜産研究センター長

種豚改良センタ一所長

妙法育成牧場長

中央家畜保健衛生所長

佐渡支所長

下越家畜保健衛生所長

中越

上越

県

岡

潟

静

県

タ’

φ 

技術推進課長

畜産振興班長

主幹

ク

山
R金司

晶

史

商産tU~

i平1為ロ河

県

農林水産音fl畜産課長

知愛
勝

静今
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敏

彰

史

i羊

俊信

幸七郎

泰明

準

博

俊

裕奥野

西野

比留木

加舎

山崎

地脇

池

石 ｝｜｜ 

経営係長

家畜衛生係長

畜産研究所長

碇高原総合牧場長

中央家畜保健衛生所長

南丹

中丹

丹後

ク

dン

イシ

靖

次

男

史

男

誠

朗

定利

平lj

t隼

興

隆

敏

毘

敬

武

道

典

平

博

郎

直

文

郎

生

郎

次

昭

進

雄

志
昭

哲

修

悦

官

同

善

大

隆

啓

史

安

三

民

利

司

充

剛

克

井

野

井

香

元

野

井

合

倉橋

柳閏

赤松

鳥飼

渡溢

長谷川

上江

石田

稲田

上山

上回

鈴木

太田垣

小畑

有吉

谷森

函城

構内

川中

ぷ図

藤

南

迫

松

浅

崎

小

藤

河

農政室長

推進謀長

参事

総括謀長補佐

課長補佐
食とみどりの総合技術センター
食品資源郎長

北部家畜保健衛生所長

南部

病性鑑定室長

畜産課長

家畜衛生・環境整備室長

主幹兼畜政係長

課長補佐兼酪農係長

兼肉用牛係長

兼養鶏主主豚係長

兼草地飼料係長

兼衛生係長

兼環境係長
但馬県民同企画管理部参事
（但Xii;牧場公園長）
但潟県民）；J企画岱JIJ!l'ill,i!l!長
(1El.t:ii;牧場公l到課長）

農林水産技術総合センター所長

畜産技術センター所長兼畜産部長

北部農業技術センタ一所長

畜産部長

淡路島業技術センタ一所長

畜産部長

姫路家畜保健衛生所長

和田山

洲本

府阪大

輝

正

義

勝

降

秀

K
口

訓

徳

久

敏

孝

匡

敏

雄

稔

宏

和

浩

正

男

明

則

正

夫

島

津

川

田

場

回

国

瀬

溢

主幹（環境・経営グループ班長）廃 瀬

（企画調整） 佐久間

課長献 （総務・調整グループ班長） 寺 i事

（音政・家音衛生グループ班長） 大 塚

（生産・流通グjトプ班長） 榊 原

農業総合試験場

畜産研究所長

養鶏研究所長

畜産総合センタ一所長

段戸山牧場長

種鴻場長

尾張家南保健衛生所長

知多

西三河

東三i可

北

梅

皆

成

番

安

森

長

波

’， 

’， 

イシ

今

’， 

’， 

県

今

庫

イシ

ク

兵

孝

至

官

田

幸

勤

吾

郎

雅

夫

誠

十

佐

雅

進

克

安

征

佐久間

岡本

片桐

福森

谷口

岡村

中井

山中

石田

池町

田上

県

農音産物供給チーム・マネージ、ャ一

家膏防疫衛生特命担当監

家畜衛生GL（主幹）

生産環境GL（副参一事）

畜産振興GL（主幹）

北勢家畜保健衛生所長

中央

伊賀支所長 （副参事）

南勢家畜保健衛生所長

紀州

科学技術振興センター畜産研究部長

タ，

イシ

重

ペシ

今

ク

高丸

敬之

久兵衛

博

亨

男

明

人

も主

俊

武

重

忠

田

木

村

馬

谷

崎

家

飼

島

柴

荒

山

薗

但

大

山

富

鵜

関

県

良政水産官官管理監 （食肉流通
機構整備推進室長事務取扱）

畜産課長

主席参事

参事

課長補佐

副参事

畜産技術振興センタ一所長

次長

家畜保健衛生所長

今

賀滋

章

康
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正

善

岡

田

森

上

県

ク

良

畜産謀長

参事

:is: 
司て

男

司

明

哲

淳

英
崎

村

原

川

野

府者E

畜産課長

。主幹

φ 係長

京
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士

心

掛

明

掛

別
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ダートの ＼。

1白馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事
輪、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。

・益田

．新潟

・三条

（全国30場からお届けします。〕



ETI岡 罰宮室霊園田 悟空

Embryonic Cell Fusion System GOKU 

．正確な時間制御：高性能電源部・パルス発生部を新開発

正確なパルス発生制御、安定したパルス波の発生。

－即時に融合条件を把握：融合液のインピーダンスをリアルタイム

に測定。

・高性能波形モニターを用意。

・優れた操作性と、国産機としてのきめ細かいサポート体制安心し

て使用出来ます。
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